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特
集

関
係
人
口
概
念
の
誕
生

関
係
人
口
の
源
流
は
、
雑
誌
「
ソ
ト
コ
ト
」

編
集
長
の
指さ
し

出で

一か
ず
ま
さ正
氏
著
『
ぼ
く
ら
は
地
方

で
幸
せ
を
見
つ
け
る
』（
ポ
プ
ラ
新
書
）
に
あ

る
。
二
〇
一
六
（
平
成
二
十
八
）
年
刊
行
の

同
書
で
は
、
若
者
を
中
心
に
「
ロ
ー
カ
ル
」

に
価
値
を
見
い
だ
す
人
が
増
え
て
い
る
こ
と

を
報
告
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
ロ
ー
カ
ル
」

と
の
関
わ
り
方
は
、
必
ず
し
も
定
住
す
る
こ

と
が
絶
対
条
件
で
は
な
く
、
多
様
な
ス
タ
イ

ル
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

同
書
で
は
、「
地
域
に
関
わ
っ
て
く
れ
る
人
口
」

の
こ
と
を
関
係
人
口
と
紹
介
し
て
い
る
。
ま

た
、
二
〇
一
七
年
四
月
に
総
務
省
「
こ
れ
か

ら
の
移
住
・
交
流
施
策
の
あ
り
方
に
関
す
る

検
討
会
」
中
間
報
告
に
お
い
て
、
政
府
と
し

て
初
め
て
関
係
人
口
の
概
念
が
提
示
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
同
年
十
月
に
島
根
県
を
拠
点

に
活
躍
し
て
い
る
田
中
輝
美
氏
が
『
関
係
人

口
を
つ
く
る
』（
木
楽
舎
）
を
著
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
二
〜
三
年
の
短
期
間
に
関
係
人
口

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
世
の
中
に
広
ま
っ
た
。

関
係
人
口
は
「
第
三
の
人
口
」
と
称
さ
れ

て
い
る
。
本
来
、
人
口
と
は
定
住
人
口
を
指

す
が
、
多
く
の
地
域
で
は
定
住
人
口
の
維
持・

増
加
が
期
待
で
き
な
い
た
め
、
一
九
九
〇
年

代
に
交
流
人
口
の
概
念
が
提
示
さ
れ
た
。
交

流
人
口
と
は
「
交
流
の
効
果
や
地
域
に
与
え

る
影
響
を
体
系
的
に
捉
え
る
た
め
に
求
め
ら

れ
た
考
え
方
」（
国
土
庁
、一
九
九
四
）で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
、
定
住
人
口
は
地
域
に
居
住
し

て
地
域
を
支
え
る
の
に
対
し
て
、
交
流
人
口

は
居
住
し
な
い
も
の
の
、
地
域
に
寄
与
す
る

人
々
を
指
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
来

の
交
流
人
口
は
関
係
人
口
の
概
念
も
含
ん
で

い
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

関
係
人
口
は
「
対
象
地
域
に
居
住
し
な

い
な
が
ら
も
、
何
ら
か
の
形
で
地
域
と
の
関

わ
り
を
持
と
う
と
す
る
人
々
」
と
定
義
さ

れ
て
い
る
（
総
務
省
、
二
〇
一
七
）。
近
年

は
、
大
都
市
圏
で
生
ま
れ
、
大
都
市
圏
で

育
っ
た
人
々
が
増
え
て
い
る
。
彼
ら
に
と
っ

て
は
、「
懐
か
し
い
我
が
家
」
と
い
う
べ
き

「
ふ
る
さ
と
」
が
存
在
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

若
者
を
中
心
に
、「
世
の
中
の
役
に
立
ち
た

い
」
と
考
え
た
り
、
自
分
の
存
在
価
値
を
再

確
認
し
た
り
す
る
場
所
を
求
め
て
い
る
人
が

い
る
。
そ
う
い
っ
た
人
々
は
、「
ロ
ー
カ
ル
」

と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
を
志
向
す
る
。
一
方

で
、
実
際
に
「
ロ
ー
カ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
地

域
に
定
住
す
る
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
そ

こ
で
、
自
分
と
関
係
す
る
地
域
に
思
い
を
寄

せ
た
り
、
行
き
来
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
自

己
実
現
を
果
た
そ
う
と
す
る
動
き
が
出
始
め

た
。
具
体
的
に
は
、
地
域
の
応
援
団
と
し
て

情
報
を
収
集
し
た
り
、
現
地
で
行
わ
れ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
り
、
祭
り
や

伝
統
行
事
を
継
承
し
よ
う
と
足
繁
く
通
っ
た

り
す
る
現
象
が
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
当
該
地
域
に
居
住
し
な
く
て
も
、
地
域

を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ま
で
、
地
域
を
支
え
る
存
在
は
定
住

者
に
限
定
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ

の
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
（
結
束
型
）
ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル※

を
前
提
と
し
た
地
域
維
持
の
ス
タ

イ
ル
に
対
し
、
近
年
で
は
個
人
が
地
域
と
直

接
結
び
つ
く
、ブ
リ
ッ
ジ
ン
グ
型
（
橋
渡
し
型
）

ソ
ー
シ
ャ
ル

キ
ャ
ピ
タ
ル

が
構
築
さ
れ

つ
つ
あ
る
。

そ
の
存
在
が

関
係
人
口
で

あ
る
と
い
え

る（
表
１
）。 

関
係
人
口
と
い
う
考
え
方
の
誕
生
は
、
地
域

を
支
え
る
仕
組
み
の
変
革
と
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

多
様
な
関
係
人
口
の
あ
り
方

関
係
人
口
を
考
え
る
上
で
大
切
な
こ
と
は
、

量
的
側
面
の
「
人
口
」
で
は
な
く
、
質
的
側

面
で
あ
る
「
関
係
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し

て
お
き
た
い
。
こ
こ
で
い
う
「
関
係
」
と
は
、

地
域
を
媒
介
し
た
人
と
人
と
の
「
関
係
」
や
、

人
と
地
域
と
の「
関
係
」で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

多
種
多
様
な
「
関
係
」
が
存
在
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
関
係
人
口
と
は
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
そ
こ
で
生
み
出
さ

れ
て
い
る
「
関
係
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
、
二
〇
一
八
年
度

に
実
施
さ
れ
て
い
る
総
務
省
「『
関
係
人
口
』

創
出
事
業
」
の
モ
デ
ル
事
業
を
、
い
く
つ
か

の
類
型
に
整
理
し
て
紹
介
す
る
。

第
一
に
、
経
済
的
な
支
援
で
地
域
を
支
え

よ
う
と
す
る
事
業
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
代

表
例
が
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
で
あ
り
、
既

視点 地
域
と
の
新
た
な
関
わ
り
方
―
関
係
人
口

関
係
人
口
が

地
域
に
も
た
ら
す
も
の

島
根
大
学
教
育
学
部
共
生
社
会
教
育
講
座 

教
授  

作
野 

広
和

タイプ ボンディング型
（結束型）

ブリッジング型
（橋渡し型）

人口の種類 定住人口 関係人口
形態 フォーマル インフォーマル
結びつきの強さ 強い 弱い
地理的範囲 狭い，地域限定的 広い，拡散的
志向性 内向き 外向き
帰属の意識 排他的 包括的
帰属の基盤 共同性 公共性
コミュニティ 農村型 都市型
対比表現 近所づきあい 遠距離交際
強み 安定性 革新性
弱み 保守性 不安定性

表１　２つのソーシャルキャピタルの特徴

厚生労働省資料を参考に作成

特
集

※ソーシャルキャピタル…社会・地域における人々の信頼関係や結びつきを表す概念

● 表紙写真：2018年11月に島根県邑南町で開催されたINAKAイルミ。「天空の駅」と呼ばれた宇都井駅をライトアップする人気イベント
　 表紙写真提供：共同通信社
● 目次写真提供：広島県、NPO法人江の川鐵道、芥川 博之、株式会社サンライン、林田 悟
● デザイン：有限会社シフト
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滞
在
し
、
地
域
住
民
と
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を

行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
銭
宝
地
区
に
滞

在
し
た
大
学
生
た
ち
は
、
第
二
の
ふ
る
さ
と

の
よ
う
に
銭
宝
地
区
と
接
し
、
そ
の
後
も
自

主
的
に
銭
宝
地
区
に
通
っ
て
い
る
。
彼
ら
の

中
に
は
、
大
学
卒
業
後
、
邑
南
町
に
就
職
す

る
意
向
を
示
す
学
生
ま
で
現
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
関
係
人
口
の
構
築
に
よ
り
、

当
該
地
域
と
の
関
わ
り
が
継
続
す
る
可
能
性

が
あ
る
。
地
域
に
若
者
の
声
が
聞
こ
え
た
り
、

新
た
な
定
住
者
が
誕
生
し
た
り
す
れ
ば
、
地

元
出
身
者
も
「
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
み
よ
う
か
」

と
い
う
気
持
ち
に
な
る
。
明
治
大
学
の
小
田

切
徳と

く

美み

教
授
は
、
こ
の
よ
う
な
現
象
を
「
ミ

ラ
ー（
鏡
）効
果
」
と
呼
ん
で
い
る
。
関
係
人

口
は
、
ま
さ
に
「
ミ
ラ
ー
」
の
役
割
を
担
っ

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

関
係
人
口
の
こ
れ
か
ら

従
来
か
ら
、
定
住
人
口
は
「
土
の
人
」
と

言
わ
れ
、
交
流
人
口
は
「
風
の
人
」
と
言
わ

れ
て
き
た
。
風
が
種
を
運
び
、
土
に
落
ち
て

根
付
き
、
や
が
て
葉
が
出
て
、
花
が
開
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
自
然
な

発
芽
や
成
長
を
期
待
す
れ
ば
、
偶
然
に
し
か

花
は
咲
か
な
い
。
時
代
の
変
化
が
激
し
い
中
、

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発
芽
さ
せ
、
出
て
き

た
芽
を
成
長
さ
せ
る
人
が
必
要
で
あ
る
。
こ

れ
を
、「
水
の
人
」
と
称
す
る
な
ら
ば
、
関

係
人
口
が
そ
れ
に
あ
た
る
の
か
も
し
れ
な

し
か
し
、
そ
の
数
字
以

上
に
起
業
者
た
ち
が
地

域
に
新
し
い
風
を
吹
か

せ
た
こ
と
の
影
響
が
大

き
い
。
そ
の
結
果
、
地

元
出
身
者
と
域
外
か
ら

参
入
し
た
起
業
者
た
ち

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
起
こ
り
、
地
域
に

元
気
を
与
え
る
新
し
い

試
み
が
生
ま
れ
た
。

な
お
、「
て
ご
ね
っ
と

石
見
」
自
体
も
中
間
支

援
組
織
と
し
て
成
長
し

て
お
り
、
近
年
で
は
創

業
支
援
の
ほ
か
、
人
財
（
人
材
）育
成
、江
津

駅
前
活
性
化
、
学
校
と
連
携
し
た
キ
ャ
リ
ア

教
育
、
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
な
ど
、
多
様
な

事
業
を
展
開
し
て
お
り
、
関
係
人
口
づ
く
り

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
江
津
市
と
関
わ

り
を
持
つ
関
係
人
口
は
、
さ
ら
に
新
た
な
人

材
を
誘
発
し
て
お
り
、
ま
さ
に
「
人
が
人
を

呼
ぶ
」
好
循
環
を
生
み
出
し
て
い
る
。

地
域
維
持
の
き
っか
け
づ
く
り

と
し
て
の
関
係
人
口

一
方
で
、
過
疎
化
・
高
齢
化
に
苦
し
む
地
域

に
お
い
て
、
関
係
人
口
を
意
図
的
に
構
築
し
、

地
域
を
維
持
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
と
す
る
場

合
も
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
島
根
県
邑お

お

南な
ん

町ち
ょ
う

に
全
国
の
自
治
体
が
取
り
組
ん
で
い
る
。
新

潟
県
新
発
田
市
及
び
魚
沼
市
で
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
等
を
契
機
に
つ
な
が
り
を
持
っ
た

人
々
に
よ
っ
て
「
ふ
る
さ
と
新
潟
応
援
団
」

を
結
成
し
て
も
ら
い
、
新
潟
県
の
魅
力
や
課

題
等
を
学
ぶ
「
に
い
が
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
を

開
催
し
、「
関
係
」を
深
化
さ
せ
て
い
る
。

第
二
に
、
非
居
住
者
で
あ
り
な
が
ら
地
域

と
の
「
関
係
」
を
明
確
に
す
る
た
め
の
事
業
が

挙
げ
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
鳥
取
県
日
野

町
や
香
川
県
三
木
町
な
ど
が
取
り
組
ん
で
い

る
「
ふ
る
さ
と
住
民
票
制
度
」
が
あ
る
。
定

住
者
の
よ
う
に
正
式
な
住
民
票
は
発
行
し
な

い
も
の
の
、
非
居
住
者
で
あ
っ
て
も
当
該
地

域
と
関
わ
り
を
有
し
て
い
る
証
し
を
提
示
す

る
こ
と
で
、
所
属
意
識
を
醸
成
さ
せ
る
。
実

際
に
、「
ふ
る
さ
と
住
民
票
」
を
取
得
し
た
人

の
も
と
に
は
、
市
町
村
の
広
報
や
、
行
事
の

案
内
な
ど
が
定
期
的
に
送
ら
れ
て
く
る
。
ま

た
、
体
験
ツ
ア
ー
や
伝
統
行
事
な
ど
へ
の
参

加
を
は
じ
め
、
段
階
に
応
じ
て
「
ふ
る
さ
と
」

と
の
関
係
性
を
深
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
に
、
地
域
と
関
わ
り
を
持
つ
た
め

の
窓
口
や
、
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
う
事
業

が
あ
る
。
例
え
ば
、
徳
島
県
美み

ま馬
市
・
佐さ
な那

河ご
う
ち内
村
・
美み

波な
み
町ち
ょ
うな
ど
で
は
「
関
係
案
内
所
」

を
設
け
て
、
地
域
と
の
「
関
係
」
を
求
め
よ

う
と
す
る
人
た
ち
に
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
で

は
、
地
域
で
必
要
な
人
材
を
具
体
的
に
提
示

し
、
都
市
部
の
人
材
を
結
び
つ
け
る
「
マ
ッ

チ
ン
グ
支
援
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

地
域
と
の
関
わ
り
を
強
化
し
た
事
業
と
し

て
、
熊
本
県
天
草
市
の
「
ふ
る
さ
と
マ
ッ
チ

ン
グ
制
度
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
制
度
で

は
、
地
域
や
企
業
の
ニ
ー
ズ
を
対
象
者
に
提

示
し
、
具
体
的
な
貢
献
が
で
き
る
場
合
に
は

「
ふ
る
さ
と
住
民
」
と
し
て
活
動
の
場
を
提

供
し
て
い
る
。

第
四
に
、
実
際
に
現
地
で
一
定
期
間
滞
在

し
て
、
地
域
と
深
い
関
わ
り
を
構
築
し
よ
う

と
す
る
動
き
が
あ
る
。
総
務
省
が
実
施
し
て

い
る
「
ふ
る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
」

や
、「
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
」
な

ど
が
そ
の
好
例
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
関
係
人
口
に
は
多
様
な

あ
り
方
が
み
ら
れ
る
。
今
後
、
さ
ら
に
多
く

の
ス
タ
イ
ル
が
現
れ
る
と
、
地
域
と
の
「
関

係
」
の
多
様
性
が
、
当
該
地
域
の
可
能
性
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

関
係
人
口
づ
く
り
の
可
能
性

こ
れ
ま
で
の
関
係
人
口
は
意
図
し
て
築
く

も
の
と
い
う
よ
り
は
、
地
域
に
お
け
る
何
ら

か
の
取
り
組
み
が
、
結
果
と
し
て
他
地
域
と

の「
関
係
」を
構
築
し
て
い
く
例
が
多
か
っ
た
。

例
え
ば
、
島
根
県
江ご

う

津つ

市
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
継
続
が
、
関
係
人
口
の

構
築
に
寄
与
し
て
い
る
。
江
津
市
は
、
人
口

約
二
万
四
千
人
（
二
〇
一
八
年
）
で
、
島
根

県
の
中
で
は
最
も
人
口
規
模
の
小
さ
な
都
市

で
あ
る
。
か
つ
て
は
、
瓦
や
瓶
を
製
造
す
る

窯
業
や
、
大
規
模
な
パ
ル
プ
工
場
を
有
す
る

山
陰
有
数
の
工
業
都
市
と
し
て
繁
栄
し
た
が
、

産
業
構
造
の
転
換
と
と
も
に
徐
々
に
衰
退
し

て
い
っ
た
。

転
機
は
、
二
〇
〇
四
年
の
市
町
村
合
併

で
あ
る
。
旧
江
津
市
は
隣
接
す
る
邑お
お

智ち

郡
桜

江
町
と
一
市
一
町
の
小
規
模
な
合
併
を
果

た
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
市
役
所
職
員

の
意
識
が
変
化
し
、
地
域
に
も
少
し
ず
つ

変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え

ば
、
二
〇
〇
六
年
度
と
二
〇
〇
七
年
度
に
は

江
津
市
全
域
で
空
き
家
の
調
査
を
実
施
し
、

二
〇
〇
八
年
度
に
は
全
国
初
と
な
る
空
き
家

活
用
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
二
〇
一
〇
年
度
に
「
江
津
市
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
（G

o

―C
on

）」

が
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
第
一
回
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
大
賞
受
賞
者
た

ち
に
よ
り
、
中
間
支
援
組
織
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
て
ご
ね
っ
と
石
見
」
が
設
立
さ
れ
、

こ
の
組
織
が
関
係
人
口
を
生
み
出
す
鍵
と
な

る
存
在
と
な
っ
た
。
以
降
、「
て
ご
ね
っ
と

石
見
」
が
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

を
企
画
・
運
営
し
、
九
年
間
で
応
募
件
数
は

百
十
一
件
、
起
業
件
数
は
十
九
件
に
上
っ
て

い
る（
表
２
）。
ま
た
、
年
間
三
億
五
千
万

円
程
度
の
売
り
上
げ
（
二
〇
一
七
年
度
）
や

五
十
人
以
上
の
就
業
者
が
生
み
出
さ
れ
た
。

銭ぜ
に
ほ
う宝
地
区
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

銭
宝
地
区
は
、
八
十
三
世
帯
か
ら
な
り
、

邑
南
町
内
に
あ
る
十
二
地
区
（
公
民
館
区
）
の

中
で
最
小
規
模
の
地
区
で
あ
る
。
二
〇
一
五

年
の
人
口
は
百
七
十
七
名
で
、
二
〇
一
〇
年

か
ら
の
五
年
間
に
十
六・五
％
も
減
少
し
て
い

る
。
高
齢
化
率※

１
も
五
十
四・八
％
と
極
め
て
高

い
。
年
少
人
口※

２
も
十
一
人
と
極
端
に
少
な
く
、

数
字
だ
け
み
れ
ば
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
地
区

と
い
え
る
。

銭
宝
地
区
で
は
、
布
施
公
民
館
の
管
轄
域

と
銭
宝
自
治
会
の
エ
リ
ア
が
完
全
に
合
致
し

て
い
る
た
め
、
一
元
的
に
事
業
を
進
め
ら
れ

る
。
邑
南
町
に
お
け
る
自
治
会
と
は
、
集
落

よ
り
も
広
い
範
囲
の
住
民
自
治
組
織
で
あ
る

が
、
地
域
の
課
題
解
決
や
資
源
活
用
も
担
う

地
域
運
営
組
織
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
。
邑

南
町
で
は
、
二
〇
一
〇
年
度
よ
り
「
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生

事
業
」
を
実
施
し

て
き
た
。
こ
の
事

業
で
は
、
地
域
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
設
置

し
、
地
域
の
喫
緊
の

課
題
解
決
と
、
地
域

特
性
や
地
域
資
源
を

取
り
入
れ
た
地
域
活

力
の
向
上
に
関
す
る

取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
き
た
。
さ
ら

に
、
二
〇
一
五
年
度
か
ら
は
地
方
創
生
に
関
わ

る
「
地
区
別
戦
略
実
現
事
業
」
を
実
施
し
、

実
質
的
に
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
事
業
」

の
後
継
と
し
て
、
公
民
館
を
単
位
と
し
て
実

施
し
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
、
銭
宝
地
区
で
は
①
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
新
聞
投
稿
等
に
よ
る
情
報
発
信
、

②
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
意
向
調
査
を
兼
ね
た
地
元

出
身
者
と
の
交
流
、
③
町
営
住
宅
の
建
設
誘

致
・
空
き
家
の
登
録
に
よ
る
Ｉ
タ
ー
ン
者
の

確
保
、
④
音
楽
会
や
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
開

催
に
よ
る
世
代
間
を
超
え
た
住
民
交
流
、
⑤

登
山
道
・
散
策
道
・
参
拝
道
の
整
備
や
枯
れ

木
・
竹
林
伐
採
に
よ
る
景
観
維
持
、
里
山
整

備
、
⑥
大
学
生
と
の
交
流
な
ど
、
多
様
な
活

動
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
。

⑥
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
三
年
度
よ
り

島
根
大
学
の
ゼ
ミ
合
宿
を
誘
致
し
、
継
続
し

て
い
る
。
毎
年
十
名
前
後
の
学
生
と
、
ゼ

ミ
活
動
を
支
援
す
る
数
名
の
教
員
や
社
会

人
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
訪
問
が
続
い
て
い

る
。
二
〇
一
八
年
度
ま
で
に
延
べ
六
十
名
以

上
の
学
生
が
滞
在
し
て
合
宿
を
行
っ
た
。
ま

た
、
卒
業
研
究
な
ど
を
行
う
た
め
、
学
生
に

よ
る
泊
ま
り
込
み
の
調
査
活
動
も
行
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
中
に
は
海
外
か
ら
の
留
学
生
も

含
ま
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
一
五
年
度

か
ら
島
根
県
中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
の

主
催
に
よ
る
地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン
学
生

が
、
毎
年
二
～
三
名
、
一
カ
月
に
わ
た
っ
て

い
。
関
係
人
口
は
、
現
状
に
お
い
て
も
多
く

の
ス
タ
イ
ル
を
有
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も

多
様
に
展
開
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
。

最
後
に
懸
念
さ
れ
る
こ
と
を
一
つ
申
し
述

べ
る
。
そ
れ
は
関
係
人
口
も
地
域
間
の
奪
い

合
い
と
な
り
、
結
果
と
し
て
ゼ
ロ
サ
ム
ゲ
ー

ム
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
点
で
あ
る
。
そ
れ

を
避
け
る
た
め
に
は
、
社
会
全
体
で
「
関
係
」

に
価
値
を
求
め
る
人
を
増
や
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
現
在
は
、「
無
縁
社
会
」が
キ
ー
ワ
ー

ド
と
な
る
時
代
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
「
好
縁

社
会
」
と
し
て
い
く
継
続
的
な
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
よ
う
。「
関
係
」
は
目
に
見
え
な

い
た
め
に
把
握
し
に
く
い
が
、
一
方
で
、
無

限
の
広
が
り
を
持
ち
、
個
々
の
「
関
係
」
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
人
口
減
少
時

代
に
お
い
て
も
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
す

る
た
め
に
、「
関
係
」
を
源
泉
と
し
た
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。
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イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

地
元
の
人
と
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
目
玉
に
な
っ
て
い
る

の
が
、
地
域
に
出
向
い
て
人
と
交
流
し
、
そ

の
土
地
な
ら
で
は
の
体
験
を
す
る
二
泊
三
日

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
あ
る
。
東
部
、
西

部
、
隠
岐
の
三
つ
の
地
域
で
参
加
者
を
募

り
、
教
育
や
農
業
な
ど
受
講
生
の
興
味
や
関

心
を
聞
き
な
が
ら
、
そ
の
分
野
で
活
躍
す
る

人
に
会
え
る
よ
う
行
程
を
組
ん
で
い
く
。
県

内
に
顔
見
知
り
が
多
い
メ
ン
タ
ー
の
人
脈
が

生
か
さ
れ
る
場
面
で
も
あ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ン
テ
ス
ト
で
有
名
な
江
津
市
を
抱
え
る
西
部

は
、
起
業
に
関
心
が
あ
る
受
講
者
に
人
気
が

高
く
、
隠
岐
や
西
部
に
比
べ
て
人
口
が
多
い

東
部
は
、
人
が
集
ま
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

地
域
と
の
新
た
な
関
わ
り
方
―
関
係
人
口

ゆ
る
や
か
な
つ
な
が
り
を
生
み

島
根
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
を
育
て
る

地
域
づ
く
り
講
座
を
開
講

し
ま
コ
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、島
根
を
フ
ィ
ー

ル
ド
に
先
進
的
な
地
域
づ
く
り
を
学
ぶ
連
続

講
座
で
あ
る
。
島
根
県
と
、
雑
誌
「
ソ
ト
コ

ト
」
が
協
働
す
る
形
で
、
二
〇
一
二
（
平
成

二
十
四
）
年
に
東
京
で
、
二
〇
一
五
年
に
は

大
阪
で
開
講
し
た
。
そ
の
後
全
国
の
自
治
体

で
始
ま
っ
た
関
係
人
口
づ
く
り
の
先
駆
的
存

在
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

し
ま
コ
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
の
ア
イ
デ
ア
が
生

ま
れ
た
の
は
二
〇
一
一
年
ご
ろ
。
東
京
の
移

住
・
交
流
推
進
機
構
に
出
向
し
た
県
職
員
が
、

都
市
に
い
な
が
ら
地
方
に
関
心
が
あ
る
若
い

人
の
存
在
に
気
づ
い
た
の

が
始
ま
り
だ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
の
移
住
は
定

年
退
職
後
の
Ｕ
タ
ー
ン
や

田
舎
暮
ら
し
の
イ
メ
ー
ジ

で
あ
っ
た
が
、
近
年
は
地

域
活
性
化
に
興
味
を
持
つ

若
い
人
が
増
え
、
さ
ら
に

東
日
本
大
震
災
を
機
に
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
見
つ
め
直
し
た
い
と
い
う
人
も
増
加
し
て

い
る
。
し
か
し
、
働
き
盛
り
の
世
代
の
移
住

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。「
い
つ
か
地
元
に
帰

り
た
い
け
れ
ど
も
、
今
は
帰
れ
な
い
」
と
い
う

彼
ら
と
話
す
う
ち
に
、
地
域
と
ゆ
る
く
つ
な

が
る
仕
組
み
が
あ
れ
ば
、
将
来
の
移
住
に
結

び
付
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
と
い
う
。

「
つ
な
が
り
を
つ
く
る
と
い
う
の
は
、
何
を

成
果
と
す
る
か
が
明
確
で
な
く
、
県
の
事
業

と
し
て
は
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）

を
設
定
し
づ
ら
い
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
の
要
素
が
強
い
事
業
と
し
て
始
ま
り
ま
し

た
」
と
県
地
域
振
興
部
し
ま
ね
暮
ら
し
推
進

課
の
渡
邉
三み

冬ふ
ゆ
さ
ん
は
話
す
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
事
業
者
を
募
集

し
、株
式
会
社
シ
ー
ズ
総
合
政
策
研
究
所（
島

根
県
松
江
市
）
と
「
ソ
ト
コ
ト
」
を
発
行
す
る

株
式
会
社
木
楽
舎（
東
京
都
）の
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
が
選
定
さ
れ
た
。
全
国
の
地
域
づ
く
り

に
詳
し
い
同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
知
見
を
生

か
し
、
地
域
に
対
す
る
も
の
の
見
方
を
学
び
、

地
域
の
魅
力
が
伝
わ
る
よ
う
に
編
集
す
る
力

を
身
に
付
け
ら
れ
る
講
座
を
、
都
市
部
の
人

を
対
象
に
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。

島
根
に
縁
の
な
い
人
も
参
加

講
座
で
は
、
島
根
の
現
状
を
学
ぶ
基
礎

講
座
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
三
回
受
講
し
た

後
、
島
根
県
内
で
の
二
泊
三
日
の
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
参
加
す
る
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
で
得
た
気
付
き
を
共
有
し
な
が
ら
考
え
を

深
め
、
そ
の
後
は
最
終
回
の
「
し
ま
コ
ト
プ

ラ
ン
」
発
表
に
向
け
、
各
自
で
案
を
練
っ
て

い
く
。

メ
イ
ン
講
師
は
ソ
ト
コ
ト
編
集
長
の
指さ

し

出で

一
正
さ
ん
が
務
め
、
各
回
ご
と
に
地
域
づ
く

り
に
関
係
し
た
講
師
を
迎
え
て
い
る
。
受
講

生
の
指
南
役
と
な
る
メ
ン
タ
ー
は
、
東
京
講

座
で
は
、
江ご

う

津つ

駅
前
再
生
に
携
わ
っ
た
株
式

会
社
シ
マ
ネ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
代
表
の
三
浦

大
紀
さ
ん
が
、
関
西
講
座
で
は
、
雲
南
市
で

農
業
を
基
盤
と
し
た
暮
ら
し
・
仕
事
づ
く
り

を
行
う
合
同
会
社
宮み

や

内う
ち

舎や

の
小
倉
健
太
郎
さ

ん
が
現
在
務
め
て
い
る
。

東
京
講
座
の
定
員
は
十
五
名
で
、
二
十
代

後
半
か
ら
四
十
歳
前
後
が
多
い
。
期
に
よ
っ

て
ば
ら
つ
き
は
あ
る
が
、
県
外
出
身
者
の
応

募
も
少
な
く
な
い
。

「
関
係
人
口
に
関
す
る
本
が
出
て
か
ら
は
、

地
域
と
の
関
わ
り
方
を
学
ぶ
た
め
に
受
講
す

る
人
が
増
え
ま
し
た
。
他
県
の
出
身
者
も
い

る
た
め
、
最
初
の
講
座
で
県
職
員
が
島
根
の

特
性
や
人
口
動
態
、
抱
え
る
課
題
な
ど
を
説

明
し
て
い
ま
す
。
県
内
出
身
者
で
も
大
学
進

学
等
で
地
元
を
離
れ
て
し
ま
う
と
、
最
近
の

情
報
を
知
ら
な
い
ま
ま
な
の
で
、
ま
ず
は
島

根
に
対
す
る
理
解
度
を
高
め
て
も
ら
う
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」

り
に
関
心
が
あ
る
受
講
生

が
多
く
参
加
す
る
傾
向
が

あ
る
と
い
う
。

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
前
後
で
、
島
根
へ
の
関

心
と
受
講
生
同
士
の
仲
は
大
き
く
変
化
し
ま
す
。

実
際
に
見
て
も
ら
っ
て
、
地
元
の
人
に
会
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
、
し
ま
コ
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
の
中

で
も
一
番
大
事
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
」

最
後
の
講
座
で
は
、
こ
れ
か
ら
自
分
が
島

根
に
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
か
を
「
し

ま
コ
ト
プ
ラ
ン
」
と
し
て
発
表
す
る
。

こ
の
発
表
に
向
け
、
自
分
の
好
き
な

こ
と
や
得
意
な
こ
と
と
島
根
を
掛
け

合
わ
せ
、
自
分
だ
っ
た
ら
何
が
で
き

る
か
を
受
講
生
は
考
え
て
い
く
。

こ
れ
ま
で
の
「
し
ま
コ
ト
プ
ラ
ン
」

の
内
容
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
ス
キ
ル
を
生
か
し
て
、
農
作

業
着
を
作
る
と
い
っ
た
具
体
的
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
、
帰
省
の
回
数
を

増
や
す
な
ど
個
人
的
な
事
柄
ま
で
幅
広
い
。

受
講
生
に
関
与
を
強
く
働
き
か
け
な
い
点

が
、
し
ま
コ
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
の
特
徴
で
も
あ

る
。

「
受
講
生
に
話
を
聞
く
と
、『
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を

求
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
良
か
っ
た
』
と
い
う

意
見
を
多
く
い
た
だ
き
ま
す
。
移
住
を
強
く

求
め
ら
れ
る
と
、
気
持
ち
が
離
れ
て
し
ま
う

よ
う
で
す
」

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
む

緩
や
か
な
つ
な
が
り
を
目
的
と
し
た
一
方

で
、
し
ま
コ
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
を
経
て
移
住
し

た
人
も
増
え
て
い
る
。
七
期
目
を
迎
え
た
現

在
、
県
が
把
握
し
て
い
る
範
囲
で
移
住
者
は

二
十
一
名
に
上
る
。
起
業
し
た
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

に
就
職
し
た
人
、
医
療
の
知
識
や
専
門
性
を

生
か
し
て
地
域
の
健
康
的
な
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献
す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス
」
と
し

し
ま
コ
ト
ア
カ
デ
ミ
ー  

《
島
根
県
》

「
島
根
や
地
域
に
貢
献
し
た
い
が
、
ど
う
関
わ
っ
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
」
と

い
う
都
市
在
住
者
を
対
象
に
始
ま
っ
た
し
ま
コ
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
。
人
に
出
会
い
、

地
域
を
深
く
知
る
こ
と
で
、
参
加
者
の
背
中
を
押
す
機
会
に
な
っ
て
い
る
。

西部へのインターンで、石見焼の窯元で、現在も登り窯を使用
する江津市の嶋田窯を見学

東部へのインターンで、雲南市で活躍するしまコトアカデミー
OBに仕事と暮らしについて聞く

隠岐へのインターンで、株式会社ふるさと海士CAS凍結センター
で、海士の岩牡蠣などをブランド化した奥田和司さんに話を聞く

チームに分かれ、インターンシップの体験を共有してプランテーマを探る
グループワークを行う

島根県地域振興部しまね暮
らし推進課の渡邉三冬さん

特
集

最終回にはこれから自分が島根にどう関わっていくかを
「しまコトプラン」として発表

て
働
く
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
。

こ
う
し
た
卒
業
生
と
受
講
生
が
集
ま
る
イ

ベ
ン
ト
を
年
に
一
回
開
催
し
て
お
り
、
こ
れ

か
ら
は
こ
の
縦
の
つ
な
が
り
を
さ
ら
に
強
め

て
い
き
た
い
と
渡
邉
さ
ん
は
話
す
。

「
受
講
生
同
士
が
つ
な
が
れ
ば
、
面
白
い
こ

と
が
自
然
発
生
す
る
は
ず
な
の
で
、
こ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
よ
り
大
き
く
育
て
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
関
係
人
口
づ
く
り
は
、
ど
れ
だ

け
地
域
の
喜
び
に
寄
与
で
き
る
か
も
大
切
な

視
点
。
都
市
部
の
人
材
と
地
域
が
つ
な
が
っ

て
、
双
方
が
満
足
で
き
るW

in

―W
in

の
関

係
が
つ
く
れ
る
よ
う
、
今
後
も
お
手
伝
い
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
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さ
ん
は
回
想
す
る
が
、
五
年
目
を
迎
え
た
現

在
、
地
元
八
頭
町
だ
け
で
な
く
、
鳥
取
市
内

か
ら
も
人
が
訪
れ
る
人
気
店
と
な
っ
た
。

H
O
M
E
8823

を
「
内
需
」
と
例
え
る
な

ら
ば
、
次
に
目
指
し
た
の
は
「
外
需
」
の
取

り
込
み
だ
っ
た
。

「H
O
M
E
8823

で
は
、
小
さ
く
て
も
い
い
か

ら
、
ま
ず
は
地
域
内
で
し
っ
か
り
と
お
金
を

回
そ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
で
も
次
は
、

外
需
が
取
り
込
め
る
施
策
が
必
要
だ
な
と
。

隼
に
は
バ
イ
ク
乗
り
の
人
た
ち
が
よ
く
来
て

い
た
の
で
、
彼
ら
が
泊
ま
れ
る
よ
う
な
宿
を

考
え
ま
し
た
」

十
年
前
か
ら
多
く
の
ラ
イ
ダ
ー
が
隼
地
域

を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、
泊
ま
れ

る
場
所
も
食
事
が
で
き
る
場
所
も
近
く
に
な

地
域
と
の
新
た
な
関
わ
り
方
―
関
係
人
口

人
と
の
つ
な
が
り
が

新
し
い
挑
戦
の
原
動
力
に

遊
び
の
延
長
で
鳥
取
に
関
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
始

鳥
取
駅
か
ら
若わ
か

桜さ

鉄
道
に
揺
ら
れ
二
十
五

分
。
の
ど
か
な
景
色
の
中
に
立
つ
小
さ
な
木

造
建
築
が
隼は

や
ぶ
さ

駅
だ
。
無
人
の
駅
舎
の
中
は
、

ス
ズ
キ
の
バ
イ
ク「
隼
」の
写
真
や
ポ
ス
タ
ー

が
ず
ら
り
と
並
ぶ
。

駅
を
出
て
す
ぐ
目
に
入
る
の
が
、
ト
リ
ク

ミ
が
運
営
す
る
カ
フ
ェ
＆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
の
「H

O
M
E
8823

（
ホ
ー
ム
ハ
ヤ

ブ
サ
）」
だ
。
東
京
で
始
ま
っ
た
ト
リ
ク
ミ

の
活
動
か
ら
生
ま
れ
た
、
八
頭
町
の

拠
点
第
一
号
で
あ
る
。

ト
リ
ク
ミ
代
表
の
古
田
琢
也
さ
ん

は
、
合
併
で
二
〇
〇
五
（
平
成
十
七
）

年
に
八
頭
町
と
な
っ
た
旧
八は

っ

東と
う

町
の

出
身
。
地
元
の
高
校
を
卒
業
後
、
東

京
に
出
て
、
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

と
し
て
働
い
て
い
た
。
独
立
し
た

二
十
六
歳
の
こ
ろ
、
地
元
鳥
取
の

同
級
生
と
一
緒
に
任
意
団
体
の
ト
リ
ク
ミ
を

東
京
で
立
ち
上
げ
た
。

「
そ
の
こ
ろ
、
同
級
生
か
ら
『
鳥
取
っ
て
面

白
く
な
い
』
と
い
う
声
を
聞
き
、『
ど
う
せ

な
ら
自
分
た
ち
で
面
白
い
こ
と
を
し
よ
う
』

と
、
遊
び
の
延
長
で
、
鳥
取
の
食
材
を
使
っ

た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
東
京
で
始
め
ま
し
た
」

と
古
田
さ
ん
は
振
り
返
る
。

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
数
回
重
ね
る
う
ち

に
、
地
元
の
農
家
か
ら
、
隼
駅
前
に
あ
る
空

き
施
設
を
活
用
し
て
何
か
で
き
な
い
か
と
声

を
か
け
ら
れ
た
。

当
初
、
古
田
さ
ん
自
身
は
引
き
受
け
る
べ

き
か
迷
っ
て
い
た
と
い
う
。
人
通
り
の
な
い

こ
の
場
所
で
は
、
う
ま
く
い
く
イ
メ
ー
ジ
が

持
て
な
か
っ
た
た
め
だ
。
し
か
し
、
ト
リ
ク

ミ
の
メ
ン
バ
ー
は
、「
み
ん
な
が
戻
り
た
く

な
る
よ
う
な
場
所
を
つ
く
り
た
い
」
と
前
向

き
だ
っ
た
。
こ
の
気
持
ち
を
受
け
て
、
本
気

で
話
に
乗
り
出
し
、
東
京
と
八
頭
町
の
二
拠

点
を
行
き
来
す
る
生
活
が
始
ま
っ
た
。

地
域
の
内
と
外
を
意
識
し
て

拠
点
を
つ
く
る

話
し
合
い
を
重
ね
て
、
出
て
き
た
コ
ン
セ

プ
ト
は
「
ち
い
き
の
台
所
」
だ
っ
た
。
地
元

の
農
家
か
ら
食
材
を
仕
入
れ
て
調
理
し
、
お

客
さ
ん
に
食
べ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
地
域

の
人
が
集
ま
れ
る
よ
う
な
場
に
し
よ
う
と
考

え
た
。

「
町
外
や
県
外
の
人
を
呼
び
込
む
と
い
う
よ

り
も
、
地
元
の
人
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
ま

し
た
。
計
算
し
た
ら
、
そ
れ
で
も
お
店
と
し

て
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
い
け
そ
う
だ
っ
た
」

改
修
費
用
は
補
助
金
の
ほ
か
、
個
人
の
借

入
金
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
で

ま
か
な
っ
た
。
事
前
に
説
明
会
や
試
食
会
を

開
催
し
、
ど
ん
な
場
を
つ
く
る
か
を
地
元
住

民
と
も
話
し
合
っ
た
。

二
〇
一
四
年
四
月
、H

O
M
E
8823

が
開

店
し
た
。「
最
初
は
一
年
も
持
た
な
い
だ
ろ

う
と
、
周
り
か
ら
言
わ
れ
て
い
た
」
と
古
田

い
た
め
、
長
く
滞
在
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

隼
に
来
て
、
地
元
の
人
と
知
り
合
っ
て
、

地
域
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

場
所
を
つ
く
り
た
い
。
そ
う
考
え
、
ト
リ
ク

ミ
を
法
人
化
し
た
後
、
築
六
十
年
の
古
民
家

を
改
修
し
、
ラ
イ
ダ
ー
に
特
化
し
た
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス「B

A
SE
8823

（
ベ
ー
ス
ハ
ヤ
ブ
サ
）」

を
二
〇
一
六
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

普
通
の
宿
泊
施
設
で
は
、
バ
イ
ク
が
野
ざ

ら
し
に
な
っ
た
り
、
盗
難
さ
れ
た
り
す
る
心
配

が
あ
る
た
め
、
バ
イ
ク
乗
り
の
人
は
な
か
な
か

泊
ま
れ
な
い
と
い
う
話
を
聞
き
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
に
バ
イ
ク
を
と
め
る
専
用
ガ
レ
ー
ジ
を
用

意
し
た
。
中
に
整
備
工
具
を
置
き
、
夜
に
は

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て
、
バ
イ
ク
を
眺
め
な
が

ら
お
酒
が
飲
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

チャレン
ジ
す
る
人
が
増
え
な
い
と

地
域
は
変
わ
ら
な
い

こ
う
し
た
ト
リ
ク
ミ
の
活
動
は
、
八
頭
町

全
体
の
大
き
な
動
き
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

二
〇
一
六
年
三
月
末
で
廃
校
が
決
ま
っ
た
八

頭
町
立
隼
小
学
校
の
活
用
方
法
を
検
討
す
る

協
議
会
に
古
田
さ
ん
も
参
加
。
町
が
施
設
を

整
備
し
、
民
間
企
業
が
運
営
す
る
公
民
連
携

複
合
施
設
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
の
運
営
会
社
の
代
表
に
古
田
さ
ん
が
就
く

こ
と
に
な
っ
た
。

新
し
く
設
立
し
た
株
式
会
社
シ
ー
セ
ブ
ン

ハ
ヤ
ブ
サ
は
、
鳥
取
銀
行
や
、
鳥
取
に
ゆ
か

り
の
あ
る
東
京
の
民
間
企
業
な
ど
七
社
が
出

資
し
て
い
る
。
施
設
は
「
隼Lab.

（
ハ
ヤ
ブ

サ
ラ
ボ
）」
と
名
付
け
、
地
域
に
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
す
企
業
を
誘
致
し
よ
う
と
、

二
、三
階
に
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ

ス
と
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
一

階
に
は
地
元
の
人
が
利
用
で
き
る
飲
食
店
と

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
し
た
。

隼Lab.

は
二
〇
一
七
年
十
二
月
に
開
設

し
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
十
四

室
は
一
年
以
内
に
全
て
埋
ま
っ
た
。
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
は
「
三
年
で
五
社
の
起
業
」

を
目
標
と
し
て
い
た
が
、
地
域
商
社
や
Ｉ
Ｔ

企
業
な
ど
、
半
年
で
五
社
が
起
業
し
た
。

予
想
よ
り
も
早
く
人
が
集
ま
っ
た
こ
と

に
、
古
田
さ
ん
は
「
こ
う
い
う
場
所
が
鳥
取

株
式
会
社
ト
リ
ク
ミ  
《
鳥
取
県
八や

頭ず

町
》

「
何
か
面
白
い
こ
と
を
し
よ
う
」
と
地
元
鳥
取
の
同
級
生
と
一
緒
に
東
京
で
始
め
た

イ
ベ
ン
ト
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
八
頭
町
の
空
き
家
を
活
用
し
た
場
づ
く
り
に
発
展
。

ト
リ
ク
ミ
が
吹
か
せ
た
新
し
い
風
が
、
地
域
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
育
ん
で
い
る
。

ライダーに特化したゲストハウス「BASE8823」　写真提供：共同通信社
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トリクミによる八頭町の拠点第1号「HOME8823」

特
集
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に
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人

と
交
流
し
な
が
ら
仕
事
が
で
き
る
こ
と
に
興

味
を
持
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
話
す
。
ま

た
、
出
資
会
社
の
社
長
が
シ
ー
セ
ブ
ン
ハ
ヤ

ブ
サ
の
取
締
役
や
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
て

お
り
、
そ
う
し
た
横
の
つ
な
が
り
も
魅
力
に

な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

東
京
で
の
イ
ベ
ン
ト
か
ら
、
地
域
に
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
場
づ
く
り
へ
。
同
級

生
と
始
め
た
活
動
の
輪
は
短
期
間
で
大
き
く

広
が
っ
た
。

「
隼Lab.

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、『
日
本
の
未

来
の
モ
デ
ル
に
な
る
田
舎
を
つ
く
る
』。
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
人
が
増

え
な
い
と
、
地
域
は

何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

イ
ベ
ン
ト
を
開
く
の

で
も
、
起
業
で
も
な
ん

で
も
い
い
の
で
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
絶
対
量
を

増
や
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」

2016年3月に廃校した隼町小学校を公民連携複合施設
「隼Lab.」に
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に
つ
な
が
る
新
た
な
出
会
い
を
求
め
、
第
一
期

に
参
加
し
た
。

「
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
人
た
ち
と
出
会
っ
て

刺
激
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
生
き

方
を
見
つ
め
直
す
機
会
に
な
り
ま
し
た
」
と

振
り
返
る
。
反
岡
さ
ん
を
含
め
た
六
人
の
参

地
域
と
の
新
た
な
関
わ
り
方
―
関
係
人
口

首
都
圏
の
若
者
と

中
山
間
地
域
を
結
ぶ

首
都
圏
の
若
者
が

広
島
の
中
山
間
地
域
を
考
え
る

広
島
県
は
県
内
二
十
三
の
市
町
の
う
ち
、

十
九
市
町
に
中
山
間
地
域
が
存
在
す
る
。
こ

れ
ら
の
地
域
は
多
彩
な
魅
力
を
も
つ
一
方
、

集
落
の
小
規
模
化
や
高
齢
化
に
伴
う
課
題
も

抱
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
県
は
二
〇
一
四（
平

成
二
十
六
）
年
、「
中
山
間
地
域
振
興
計
画
」

を
策
定
し
、
と
り
わ
け
、
地
域
を
支
え
る
人

づ
く
り
に
重
点
を
置
い
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
二
〇
一
五
年
度
に
始
め

た
の
が
「
ひ
ろ
し
ま
里
山
ウ
ェ
ー
ブ
」
で
あ

る
。「
里
山
・
里
海
に
人
が
集
ま
る
波
を
起
こ

す
」
と
い
う
趣
旨
の
も
と
、
地
域
貢
献
や
社

会
貢
献
に
意
欲
を
持
つ
首
都
圏
の
若
者
ら
と

県
の
中
山
間
地
域
と
を
結
び
つ
け
よ
う
と
す

る
関
係
人
口
づ
く
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

二
〇
一
八
年
度
で
四
期
目
を
迎
え
て
い
る

「
ひ
ろ
し
ま
里
山
ウ
ェ
ー
ブ
」
は
約
半
年
間
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
実
施
さ
れ
る
。
ま
ず
、
参

加
者
は
、
首
都
圏
で
の
事
業
説
明
会
や
、
地

域
づ
く
り
活
動
の
実
践
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
基
に
、
参
加
す
る
市
町

を
決
め
る
。
そ
の
後
、
優
れ
た
地
域
づ
く
り

活
動
を
実
践
す
る
メ
ン
タ
ー
の
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
し
、
地
域
（
市
町
）
に
関
す
る
理
解
を

深
め
、
地
域
と
の
関
わ
り
方
を
学
ぶ
。
そ
の

後
二
泊
三
日
の
現
地
実
習
で
さ
ま
ざ
ま
な
現

地
体
験
や
住
民
と
の
交
流
な
ど
を
通
じ
て
、

参
加
者
自
身
が
地
域
課
題
を
解
決
す
る
プ
ラ

ン
を
考
え
る
。
再
び
首
都
圏
に
戻
っ
て
メ
ン

タ
ー
と
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
行
い
な
が
ら

プ
ラ
ン
を
作
り
込
み
、
講
座
の
最
後
に
は
、

プ
ラ
ン
を
提
案
す
る
と
と
も
に
今
後
の
地
域

活
動
へ
の
想
い
を
発
表
す
る
。

県
と
市
町
が
連
携
し
て

サ
ポ
ー
ト

「
ひ
ろ
し
ま
里
山
ウ
ェ
ー
ブ
」で
は
県
と
市
町
が

連
携
し
、
メ
ン
タ
ー
の
選
定
、
参
加
者
募
集
な

ど
の
運
営
面
を
県
が
主
導
し
、
具
体
的
な
課

題
提
示
や
現
地
実
習
な
ど
は
市
町
が
主
体
的

に
担
う
。
入
れ
替
わ
り
は
あ
る
も
の
の
、
毎

年
六
市
町
が
実
施
し
て
い
る
。

「
自
分
の
ま
ち
が
舞
台
に
な
る
の
で
、
各
市

町
が
高
い
意
欲
を
も
っ
て
取
り
組
め
る
の
が

特
長
で
す
。
参
加
者
と
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る

相
談
体
制
を
整
え
、
メ
ン
タ
ー
や
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
県
・
市
町
な
ど
が
幅
広
く

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
」
と
広
島
県
地
域
政

策
局
中
山
間
地
域
振
興
課
の
横
田
晋
一
参
事

は
話
す
。

三
期
ま
で
の
参
加
者
は
十
～
四
十
代
を
中

心
に
計
百
三
十
一
人
。
第
四
期
は
四
十
四
人

が
参
加
し
て
い
る
。
参
加
理
由
は
「
人
と
つ

な
が
り
た
い
」「
故
郷
の
広
島
と
関
わ
り
た

い
」「
多
拠
点
生
活
の
た
め
の
拠
点
を
見
つ

け
た
い
」
な
ど
。
広
島
出
身
者
は
二
割
ほ
ど

で
他
県
出
身
者
が
大
勢
を
占
め
る
。

こ
れ
ま
で
「
歴
史
と
観
光
で
上
が
る
府
中

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
」（
府
中
市
）、「
え
た
じ
ま

の
魅
力
で
仲
間
づ
く
り
」（
江
田
島
市
）
と

い
っ
た
ま
ち
づ
く
り
や
人
の
交
流
に
関
す
る

課
題
に
対
し
、
多
様
な
プ
ラ
ン
が
提
案
さ
れ

て
き
た
。
そ
の
中
に
は
、
実
現
し
た
プ
ラ
ン

も
あ
る
。
持
続
的
に
町
を
応
援
す
る
「
学
生

Ｎ
Ｐ
Ｏ
こ
こ
つ
な
ぎ
」
の
創
設
（
神
石
高
原

町
）、
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
「
フ
ウ
ド
」
開

設
の
協
力
（
江
田
島
市
）、「
三み

次よ
し

ス
ナ
ッ
ク

あ
ぐ
り
新
橋
店
」（
三
次
市
）の
開
催
な
ど
だ
。

三
次
ス
ナ
ッ
ク
あ
ぐ
り
新
橋
店
は
、
飲
み

屋
が
ひ
し
め
く
東
京
・
新
橋
で
二
カ
月
に
一

度
お
店
を
借
り
、
三
次
の
お
酒
や
ワ
イ
ン
を

酌
み
交
わ
し
な
が
ら
三
次
を
語
る
と
い
う
イ

ベ
ン
ト
だ
。「
あ
ぐ
り
」
は
忠
臣
蔵
で
知
ら
れ

る
浅あ

さ

野の

内た
く
み
の
か
み

匠
頭
に
三
次
か
ら
嫁
い
だ
「
阿
久

利
姫
」
に
由
来
す
る
。
こ
れ
ま
で
に
十
二
回

開
催
さ
れ
、
延
べ
二
百
人
が
参
加
し
、
三
次

の
フ
ァ
ン
の
獲
得
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

地
域
に
度
々
訪
れ
る
う
ち
に

提
案
し
た
プ
ラ
ン
が
実
現

さ
ら
に
、
こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に
広
島

に
移
住
し
た
人
も
十
人
以
上
い
る
。

現
在
、
大
崎
上
島
町
の
観
光
協
会
事
務
局

長
を
務
め
る
反そ

り

岡お
か
和
宏
さ
ん
も
そ
の
一
人
だ
。

広
島
市
出
身
で
、
都
内
の
企
業
で
働
い
て
い
た

反
岡
さ
ん
は
地
元
に
関
心
を
持
ち
、
人
生
の
次

加
者
は
「
大
崎
上
島
の
魅
力
を
発
信
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
課
題
に
対
し
、「
ふ
ら
っ
と
。

リ
セ
ッ
ト
。
大
崎
上
島
。」
と
い
う
島
旅
を

提
案
し
た
。
離
島
に
し
て
は
〝
ふ
ら
っ
と
〟

島
に
行
け
て
、
島
の
人
を
〝
ふ
ら
っ
と
〟
気

軽
に
訪
れ
や
す
い
こ
と
、島
の
人
が
〝
ふ
ら
っ

と
＝
同
じ
目
の
高
さ
〟
で
接
し
て
く
れ
る
こ

と
か
ら
考
案
し
た
。
決
し
て
新
し
い
も
の
を

作
る
の
で
は
な
く
、
参
加
メ
ン
バ
ー
が
二
泊

三
日
で
体
験
し
た
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い

る
。
自
分
の
想
い
を
形
に
し
て
い
る
人
（
生

産
者
）
と
出
会
い
、
共
に
経
験
し
て
、
生
き

生
き
し
て
い
る
島
の
人
々
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
も
ら
い
自
分
を
見
つ
め
直
し
て
、〝
気
分
転

換
（
リ
セ
ッ
ト
）〟
し
て
帰
っ
て
い
く
旅
だ
。

二
〇
一
六
年
、
受
講
終
了
後
、
仕
事
を
辞

め
て
広
島
市
に
帰
郷
し
た
反
岡
さ
ん
は
、
そ

の
年
の
五
月
、
七
月
、
十
二
月
に
さ
っ
そ
く

「
ひ
ろ
し
ま
里
山
ウ
ェ
ー
ブ
」
の
メ
ン
バ
ー

と
模
擬
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
。
そ
の
活
動
が

評
価
さ
れ
、
二
○
一
七
年
に
は
町
か
ら
「
大

崎
上
島
P
R
サ
ポ
ー
タ
ー
」に
任
命
さ
れ
た
。

一
年
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
る
う
ち
に
、

町
の
担
当
者
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
、
反
岡
さ
ん

の
プ
ラ
ン
は
二
〇
一
八
年
三
月
に
観
光
協
会

と
の
協
働
に
よ
り
「
瀬
戸
内
レ
モ
ン 

レ
モ
ン

女
子
旅
in
大
崎
上
島
」
と
し
て
実
現
に
至

る
。
首
都
圏
の
女
性
を
対
象
に
し
た
ツ
ア
ー

で
、
島
の
人
と
交
流
し
な
が
ら
特
産
の
レ
モ

ン
を
収
穫
し
、
ジ
ャ
ム
作
り
体
験
や
オ
リ
ジ

ナ
ル
カ
ク
テ
ル
、
島
の
温
泉
を
楽
し
む
一
泊

二
日
の
旅
だ
。
大
崎
上
島
を
初
訪
問
し
た
十

名
ほ
ど
の
女
性
が
島
の
魅
力
を
堪
能
し
た
。 

「
こ
の
ツ
ア
ー
の
後
、
観
光
協
会
で
働
か
な
い

か
と
誘
わ
れ
ま
し
た
。
旅
プ
ラ
ン
を
提
案
、
実

施
し
て
い
く
中
で
仲
間
と
の
出
会
い
が
あ
り
、

共
に
作
り
上
げ
て
い
け
そ
う
な
安
心
感
と
希
望

を
感
じ
、
島
へ
の
移
住
を
決
意
し
ま
し
た
」

自
分
な
り
に
地
域
と
関
わ
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
や
が
て
住
民
と
し
て
地
域
づ

く
り
を
担
う
よ
う
に
な
る
こ
と
も
、
関
係
人

口
が
持
つ
可
能
性
と
い
え
る
。
反
岡
さ
ん
は
、

「
参
加
し
て
人
生
の
次
に
つ
な
が
る
出
会
い

が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
出
会

い
を
仲
間
と
一
緒
に
紡
い
で
い
け
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

多
様
な
関
わ
り
方
が
起
こ
す

化
学
反
応

参
加
者
の
多
く
は
、
終
了
後
も

多
様
な
形
で
地
域
と
つ
な
が
り
続

け
て
い
る
。

「『
ひ
ろ
し
ま
里
山
ウ
ェ
ー
ブ
』
を

通
じ
て
人
の
輪
が
広
が
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
化
学
反
応
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
起
業
し
た
人
、
移
住
し
て

地
域
づ
く
り
を
担
う
人
、
提
案
プ

ラ
ン
を
基
に
新
し
い
取
り
組
み
を

始
め
た
人
も
出
て
き
ま
し
た
。
こ

の
事
業
を
通
じ
て
出
会
っ
た
人
と

の
縁
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
場
が
提
供
さ
れ
る
な
ど
、

事
業
を
超
え
た
つ
な
が
り
も
生
ま
れ
ま
し

た
」
と
横
田
参
事
は
話
す
。

こ
う
し
た
動
き
を
持
続
的
な
活
動
に
つ

な
げ
て
ほ
し
い
と
、
広
島
県
中
山
間
地
域
振

興
課
で
は
地
域
活
動
実
践
者
の
人
材
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
「
ひ
ろ
し
ま
里
山
・
チ
ー
ム

5
0
0
」
を
設
け
、
活
動
す
る
人
同
士
が
現

場
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
も

交
流
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

地
域
内
で
も
変
化
が
生
ま
れ
始
め
て
い

る
。
大
崎
上
島
町
で
は
、
今
で
は
移
住
者
の

反
岡
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
町
役
場
や
地
元

の
人
と
協
働
で
「
ひ
ろ
し
ま
里
山
ウ
ェ
ー
ブ
」

の
現
地
実
習
の
企
画
・
受
け
入
れ
を
行
っ
て

い
る
。
関
係
人
口
の
増
加
は
、
地
域
内
に
も

活
力
を
生
み
出
し
て
い
る
よ
う
だ
。

（
文
・
川
西
由
香
理
）

ひ
ろ
し
ま
里
山
ウ
ェ
ー
ブ  

《
広
島
県
》

広
島
県
の
事
業
「
ひ
ろ
し
ま
里
山
ウ
ェ
ー
ブ
」は
、
地
域
貢
献
に
意
欲
の
あ
る
首
都

圏
の
若
者
と
広
島
県
の
中
山
間
地
域
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
多

様
な
関
係
を
築
く
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。

広島県地域政策局中山間地域
振興課の横田晋一参事

特
集

メンターによるセミナーの様子　写真提供：広島県

大崎上島町の現地実習では、レモン農家を見学　写真提供：広島県
三次のファン獲得に貢献している「スナックあぐ
り新橋店」　写真提供：広島県

反岡さんたちのプランから実現した「瀬戸内レモン レモン女子
旅in大崎上島」　写真提供：反岡和宏
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宇都井駅

島根県
広島県

島根県

広島県

伊賀和志駅

口羽駅
江の川

常清滝

至三次↓

N

邑南町 
羽須美支所

375
旧三江線

◆ＮＰＯ法人江の川鐵道   URL https://gounokawa.com

れ
る
ト
ロ
ッ
コ
型
車
両

な
ど
の
「
軌
道
装
置
動

力
車
」
の
特
別
教
育
を

修
了
し
た
。

修
了
後
、
二
〇
一
八

年
十
月
、
十
一
月
に
開

催
し
た
「
三
江
線
プ
チ

鉄
道
博
」
で
は
、ト
ロ
ッ

コ
型
車
両
の
乗
車
体
験

を
実
施
し
た
。
車
両
は
、

最
高
時
速
三
十
キ
ロ
の

Ｅ
Ｖ
動
力
を
取
り
付
け

た
運
転
車
両
と
、
地
元

地
域
と
の
新
た
な
関
わ
り
方
―
関
係
人
口

廃
線
跡
の
活
用
で
関
係
人
口
を
増
や
し
、

沿
線
地
域
を
活
性
化

口く
ち

羽ば

駅
～
宇う

都づ

井い

駅
間
の

鉄
道
公
園
を
構
想

旧
三
江
線
の
島
根
・
広
島
県
境
付
近
に
あ

る
宇
都
井
駅
は
、
地
上
二
十
メ
ー
ト
ル
の
高

架
に
あ
る
日
本
一
高
い
「
天
空
の
駅
」
と
し

て
知
ら
れ
る
。
沿
線
地
域
の
過
疎
化
が
進
む

中
、
二
〇
一
〇（
平
成
二
十
二
）年
か
ら
は
、
宇

都
井
駅
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
「
Ｉ
いＮ
なＡ
かＫ
Ａ

イ
ル
ミ
」
が
毎
年
開
催
さ
れ
、
人
気
イ
ベ
ン

ト
に
。
廃
線
前
の
二
〇
一
七
年
に
は
、
駅
の

あ
る
邑
南
町
の
人
口
の
倍
近
い
、
約
二
万
人

が
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
訪
れ
た
。

三
江
線
の
廃
線
が
決
ま
っ
た
の
は
、二
〇
一
六

年
九
月
の
こ
と
。
同
年
十
一
月
に
は
、
三
江
線

沿
線
で
活
動
す
る
九
団
体
で
「
三
江
線
地
域

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
立
ち
上
げ
、
沿
線
地
域
の

交
通
や
廃
線
後
の
地
域
振
興
策
を
話
し
合
っ

て
き
た
。

廃
線
跡
を
観
光
に
活
用
し
た
例
と
し
て

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
が
、
富
山
県
・
岐
阜

県
の
旧
神
岡
鉄
道
の
レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
や
宮
崎
県
の
高
千
穂
あ
ま
て
ら
す
鉄
道

の
ス
ー
パ
ー
カ
ー
ト
な
ど
で
あ
る
。
レ
ー
ル

を
活
用
し
て
新
た
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
生

ん
だ
こ
れ
ら
の
事
例
を
基
に
、
同
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
は
口
羽
駅
〜
宇
都
井
駅
間
を
鉄
道
公
園

に
す
る
提
案
書
を
二
〇
一
七
年
九
月
に
邑
南

町
に
提
出
し
た
。
石せ

き

州し
ゅ
う

瓦が
わ
ら

屋
根
が
特
徴
的
な

口
羽
駅
は
、
三
江
線
が
全
線
開
業
す
る
前
ま

で
は
三
江
南
線
の
終
着
駅
で
あ
っ
た
。
そ
の

名
残
が
あ
る
細
長
い
ホ
ー
ム
や
、
線
路
の
保

守
を
行
う
保
線
車
両
の
留
置
線
や
保
線
小
屋

（
詰
所
）
は
鉄
道
フ
ァ
ン
に
よ
く
知
ら
れ
て

お
り
、
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
に
な
る
と
考
え
た
。

こ
の
鉄
道
公
園
構
想
の
実
現
に
は
、
邑
南

町
が
Ｊ
Ｒ
西
日
本
か
ら
鉄
道
資
産
を
譲
り
受

け
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
提
案
書
を
受
け

邑
南
町
は
、
譲
受
の
判
断
に
は
、
活
用
可
能

性
を
検
証
す
る
た
め
の
実
証
実
験
が
必
要
と

考
え
、
二
〇
一
八
年
七
月
か
ら
二
〇
一
九
年

一
月
ま
で
口
羽
駅
、
宇
都
井
駅
を
無
償
で
借

り
る
契
約
を
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
結
ん
だ
。
さ
ら

に
、
二
〇
一
八
年
四
月
に
は
、
沿
線
の
羽は

須す

美み

地
域
で
実
施
す
る
「
は
す
み
フ
ァ
ン
と
創

る
地
域
」
事
業
が
総
務
省
の
「
関
係
人
口
創

出
事
業
」
の
モ
デ
ル
事
業
に
採
択
さ
れ
た
。

同
年
五
月
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
有
志
で
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
江
の
川
鐵
道
を
設
立
。
江
の
川
鐵
道

が
口
羽
駅
、
宇
都
井
駅
の
管
理
を
受
託
し
、

実
証
実
験
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

鉄
道
資
産
の
利
用
に
向
け
て

実
証
実
験
の
検
証
事
項
と
し
て
、
江
の
川

鐵
道
が
掲
げ
た
の
が
、
①
鉄
道
資
産
を
安
全

に
利
用
で
き
る
か
、
②
地
域
に
訪
れ
る
人
を

ど
れ
だ
け
増
や
せ
る
の
か
、
③
地
域
に
関
わ
る

人
を
ど
れ
だ
け
増
や
せ
る
か
の
三
点
で
あ
る
。

旧
三
江
線
の
レ
ー
ル
の
上
で
何
か
を
走
ら

せ
よ
う
と
考
え
て
い
た
江
の
川
鐵
道
で
は
、

ま
ず
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
メ
ン
バ
ー

五
名
が
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
現
場
な
ど
で
使
わ

産
ヒ
ノ
キ
で
作
っ
た
客
車
の
二
両
編
成
で
、

資
格
を
持
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
交
代
で
運
転

し
、
宇
都
井
駅
、
口
羽
駅
発
着
で
そ
れ
ぞ
れ

往
復
約
七
百
メ
ー
ト
ル
を
走
行
し
た
。
そ
の

ほ
か
、
保
線
車
両
の
留
置
線
で
は
手
こ
ぎ
タ

イ
プ
の
ト
ロ
ッ
コ
の
「
て
ト
ロ
」
の
体
験
や
、

駅
周
辺
の
空
中
散
歩
を
楽
し
め
る
Ｖ
Ｒ
映
像

体
験
も
実
施
し
た
。
こ
う
し
て
十
五
日
間
の

ト
ロ
ッ
コ
型
車
両
の
乗
車
体
験
は
、
無
事
、

安
全
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

イ
ベン
ト
で
観
光
周
遊
を
促
す

実
証
実
験
の
準
備
が
整
っ
た
七
月
か
ら
は
、

集
客
イ
ベ
ン
ト
を
毎
月
行
っ
た
。
八
月
に
は
、

宇
都
井
駅
の
百
十
六
段
の
階
段
を
生
か
し
そ

う
め
ん
流
し
を
実
施
し
た
。
そ
の
後
も
、
絶

景
を
味
わ
い
な
が
ら
軽
食
や
コ
ー
ヒ
ー
を
楽

し
む
「
天
空
の
カ
フ
ェ
」
や
宇
都
井
駅
誕
生

祭
な
ど
を
次
々
と
開
催
し
た
。

ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
が
メ
デ
ィ
ア
で
取

り
上
げ
ら
れ
た
効
果
も
あ
り
、
周
辺
地
域
の

ほ
か
、
広
島
や
岡
山
、
関
西
地
方
や
関
東
地

方
か
ら
約
千
五
百
人
が
訪
れ
た
。

「
ほ
と
ん
ど
の
人
が
自
家
用
車
で
来
て
い
た

た
め
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
後
は
、
羽
須

美
地
域
に
あ
る
池
月
酒
造
や
広
島
県
三
次
市

の
名
勝
・
常じ

ょ
う

清せ
い

滝だ
き

を
訪
れ
た
り
、
別
の
廃
線

跡
を
巡
っ
た
り
と
、
近
隣
地
域
へ
の
周
遊
に

つ
な
が
っ
た
よ
う
で
す
」
と
江
の
川
鐵
道
事

務
局
の
吉
田
悠ゆ

う

生き

さ
ん
は
話
す
。

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
イ
ル
ミ
で
実
感
し
た

関
係
人
口
の
重
要
性

地
域
に
関
わ
る
関
係
人
口
を
ど
れ
だ
け
増

や
せ
る
か
は
、人
手
を
多
く
必
要
と
す
る
「
Ｉ

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
イ
ル
ミ
」を
始
め
た
こ
ろ
か
ら
、
羽

須
美
地
域
で
は
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
。

人
口
の
少
な
い
地
域
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
た
め
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
配
線
や
駐
車
場
の
誘

導
、
グ
ッ
ズ
の
販
売
な
ど
運
営
側
の
仕
事
を

担
う
人
手
が
不
足
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
配

線
や
誘
導
は
経
験
を
積
ん
だ
地
元
住
民
が
主

導
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
に
も
作
業
に
加

わ
っ
て
も
ら
っ
た
。
さ
ら
に
、松
江
市
の
サ
ー

ク
ル
が
三
江
線
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
の
販
売

を
担
い
、
こ
の
縁
か
ら
宇
都
井
の
柚
子
を

使
っ
た
ド
リ
ン
ク
が
生
ま
れ
た
。
多
く
の
人

が
参
加
し
た
こ
と
で
、
稲
穂
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
、
次
年
開
催

に
向
け
て
必
要
な
工
夫
も
積
み
重
ね
る
こ
と

が
で
き
た
。

「
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
地
域
外
に
住

み
な
が
ら
三
江
線
の
活
用
に
関
心
の
あ
る
人

を
増
や
す
こ
と
が
、
地
域
に
可
能
性
を
も
た

ら
す
の
で
は
な
い
か
と
思
い
始
め
ま
し
た
」

そ
こ
で
、
江
の
川
鐵
道
で
は
、
自
分
の

ス
キ
ル
や
経
験
を
生
か
し
て
新
し
い
取
り
組

み
を
起
こ
す
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」、
イ
ベ

ン
ト
の
準
備
や
運
営
に
協
力
す
る
「
プ
レ
ー

ヤ
ー
」、
グ
ッ
ズ
購
入
な
ど
で
間
接
的
に
支

援
す
る
「
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
三
つ
に
分
け
て
、

地
域
に
関
わ
る
人
を
募
集
し
始
め
た
。
ま
た
、

こ
の
関
係
人
口
の
概
念
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、
九
月
に
は
邑
南
町
、
松
江
市
、
広
島
市

で
一
般
市
民
を
対
象
に
「
は
す
み
未
来
会
議
」

を
開
催
し
た
。

実
証
実
験
の
結
果
を
受
け
、
町
は
年
度
末

ま
で
に
鉄
道
資
産
を
譲
り
受
け
る
か
を
判
断

す
る
予
定
だ
。
見
送
ら
れ
れ
ば
、
両
駅
は
放

置
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
取
り
壊
さ
れ
る
見

込
み
と
な
っ
て
い
る
。

「
立
入
禁
止
と
な
っ
た
宇
都
井
駅
を
訪
れ
る

人
は
今
で
も
多
い
。
実
証
実
験
を
通
じ
て

人
々
の
想
い
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

訪
れ
た
人
に
『
ま
た
来
て
く
だ
さ
い
』
と
言

え
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
吉
田

さ
ん
は
期
待
を
込
め
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
江
の
川
鐵
道  

《
島
根
県
邑お

お

南な
ん

町ち
ょ
う

》

二
〇
一
八（
平
成
三
十
）年
三
月
、
広
島
県
三み

次よ
し

市
と
島
根
県
江ご

う

津つ

市
を
結
ぶ
Ｊ
Ｒ

三さ
ん

江こ
う

線
が
廃
線
と
な
っ
た
。
廃
線
を
機
に
設
立
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
江
の
川
鐵
道

で
は
、
鉄
道
跡
地
を
地
域
資
源
と
捉
え
、
旧
三
江
線
沿
線
の
関
係
人
口
の
増
加
に

よ
り
、
地
域
活
性
化
を
目
指
し
て
い
る
。

トロッコ型車両の実証実験は「三江線プチ鉄道博」の一環として行われた 　　　　　
写真提供：NPO法人江の川鐵道

高さ20ｍの宇都井駅。塔の中の階段を上るとホームに着く

江の川鐵道事務局の吉田
悠生さん

三江線の車両記号を記したバッグ。製作・販売を
担当した松江市のサークルのメンバーは、羽須美
地域の関係人口といえる　
写真提供：NPO法人江の川鐵道

2018年のINAKAイルミ。10万個のLEDで宇都井駅をライトアップ　
写真提供：NPO法人江の川鐵道

特
集

ご
う

か
わ

て
つ  

ど
う
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企
業
家

群　

像

地
域
に
生
き
る

95

職
人
技
が
光
る

国
産
レ
ザ
ー
ス
ニ
ー
カ
ー

つ
ま
先
が
反
り
上
が
っ
た
躍
動
感
あ
ふ
れ

る
フ
ォ
ル
ム
に
、
足
裏
全
体
を
包
み
込
む
よ

う
な
ゴ
ム
製
の
ソ
ー
ル
。
一
度
見
た
だ
け
で

印
象
に
残
る
こ
の
個
性
的
な
ス
ニ
ー
カ
ー
が
、

ス
ピ
ン
グ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
の
独
自
ブ
ラ
ン
ド

「
ス
ピ
ン
グ
ル
ム
ー
ヴ
」
だ
。

広
島
県
府
中
市
の
工
場
を
訪
れ
る
と
、
ま
ず

目
に
入
る
の
が
ゴ
ム
を
調
合
す
る
機
械
だ
。
天

然
ゴ
ム
、
合
成
ゴ
ム
、
顔
料
、
硫
黄
な
ど
が
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
練
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
柔
ら

か
く
な
っ
た
ゴ
ム
は
、
ロ
ー
ラ
ー
で
板
状
に
の

ば
さ
れ
、
靴
底
の
形
に
裁
断
さ
れ
て
い
く
。

そ
の
先
に
は
、
靴
上
部
の
製
造
ラ
イ
ン
が
続

い
て
い
る
。
革
の
パ
ー
ツ
を
組
み
合
わ
せ
て
縫

製
し
た
状
態
の
「
ア
ッ
パ
ー
」
を
、
専
用
の
道

具
を
使
い
な
が
ら
、
ラ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
靴
型

に
合
わ
せ
て
形
作
っ
て
い
く
。
革
は
動
物
の
種

類
に
よ
っ
て
伸
縮
性
に
差
が
あ
り
、
同
じ
動
物

の
革
で
も
個
体
差
が
あ
る
。
一
つ
一
つ
性
質
の

異
な
る
革
を
、
手
で
微
妙
に
調
整
し
な
が
ら
う

ま
く
形
作
る
こ
の
精
緻
な
作
業
で
は
、
職
人
の

手
の
感
覚
が
頼
り
と
な
る
と
い
う
。

靴
の
側
面
を
削
っ
た
後
は
、
靴
の
底
と

ア
ッ
パ
ー
を
つ
な
ぐ
フ
ォ
ク
シ
ン
グ
テ
ー
プ

を
、
側
面
に
ぐ
る
り
と
貼
り
付
け
る
。
そ
し

て
、
工
場
で
裁
断
し
た
ゴ
ム
底
を
靴
に
貼
り
、

立
体
的
な
巻
き
上
げ
の
形
状
を
作
り
上
げ
る
。

こ
こ
ま
で
の
工
程
を
経
た
靴
は
ラ
ッ
ク
に
吊

り
下
げ
ら
れ
、
大
き
な
加
硫
釜
の
中
へ
と
運

ば
れ
て
い
く
。

各
工
程
を
担
う
従
業
員
は
、無
駄
な
く
動
き
、

そ
の
手
の
動
き
は
、
ま
さ
に
職
人
技
。
隠
れ

て
し
ま
う
細
部
に
も
工
夫
が
施
さ
れ
、
ス
ニ
ー

カ
ー
と
い
う
身
近
な
商
品
が
こ
ん
な
に
手
間
を

か
け
て
作
ら
れ
て
い
る
の
か
と
驚
く
。
数
少
な

い
国
産
ス
ニ
ー
カ
ー
で
あ
る
点
も
、
ス
ピ
ン
グ

ル
ム
ー
ヴ
の
人
気
を
支
え
る
理
由
の
一
つ
だ
。

「
今
は
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
商
品
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
、
技
術
的
に
作
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
多
い
。
メ
イ
ド
・
イ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
言
い
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
の

工
程
を
海
外
で
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
ス
ピ
ン
グ
ル
ム
ー
ヴ
を
履
い
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
お
客
さ
ま
の
中
に
は
、
国
内
で

安
全
・
安
心
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
こ
だ

わ
り
を
持
た
れ
て
い
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
」

と
企
業
家
は
語
る
。
ス
ピ
ン
グ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー

代
表
取
締
役
社
長
の
内
田
貴
久
氏
だ
。

バ
ブ
ル
崩
壊
と
円
高
進
行
で

環
境
が
激
変

東
京
で
生
ま
れ
、
学
生
時
代
を
大
阪
や
京

都
で
過
ご
し
た
内
田
社
長
は
、
大
学
卒
業
後

ス
ポ
ー
ツ
ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
た
。

テ
ニ
ス
用
品
で
有
名
な
海
外
の
ス
ポ
ー
ツ
用

品
メ
ー
カ
ー
と
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
結
び
、

ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア
な
ど
の
製
造
・
販
売
を
行

う
企
業
だ
。
こ
こ
で
ブ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
を

学
ん
だ
後
、
一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
）
年
に

伯
父
が
社
長
を
務
め
る
株
式
会
社
ニ
チ
マ
ン

に
入
社
し
た
。

ス
ピ
ン
グ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
の
親
会
社
に
あ

た
る
ニ
チ
マ
ン
は
、
戦
前
の
一
九
三
三
年
に

ゴ
ム
タ
イ
ル
を
製
造
す
る
会
社
と
し
て
創
業

し
た
。
そ
の
後
、
ゴ
ム
草
履
や
ゴ
ム
長
靴
の

生
産
を
始
め
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
子
ど
も

靴
や
婦
人
靴
に
も
進
出
。
八
〇
年
代
に
は
、

布
製
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
シ
ュ
ー
ズ
を
得
意
と
す

る
メ
ー
カ
ー
と
し
て
年
間
約
三
百
五
十
万
足

の
生
産
を
誇
る
工
場
を
有
し
て
い
た
。
内
田

社
長
が
入
社
し
た
こ
ろ
、
国
内
メ
ー
カ
ー
の

生
産
拠
点
は
国
内
が
中
心
だ
っ
た
。

バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
こ
の
産
業
に
大
き
な
変

化
が
訪
れ
る
。
円
高
が
進
行
し
、
ナ
イ
キ
や

ア
デ
ィ
ダ
ス
な
ど
の
海
外
ブ
ラ
ン
ド
が
台
頭
。

国
内
メ
ー
カ
ー
は
価
格
で
対
抗
す
る
た
め
、

韓
国
や
中
国
な
ど
に
生
産
拠
点
を
移
し
た
。

「
ま
さ
に
夜
明
け
の
と
き
。
大
手
を
含
め
国
内

メ
ー
カ
ー
の
位
置
づ
け
は
低
く
な
り
、
流
通

構
造
が
変
化
し
て
価
格
優
先
の
時
代
に
入
り

ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
ニ
チ
マ
ン
の
社
長
に
就

任
し
ま
し
た
が
、
環
境
と
し
て
は
下
り
坂
で
、

本
当
に
厳
し
い
時
代
で
し
た
」

多
品
種
少
量
と

ク
イ
ッ
ク
レ
ス
ポ
ン
ス

ニ
チ
マ
ン
も
国
内
の
生
産
拠
点
を
い
く
つ

お
客
さ
ま
を
裏
切
ら
な
い
ブ
ラ
ン
ド
に

株
式
会
社
ス
ピ
ン
グ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー　

代
表
取
締
役
社
長　

内
田 

貴
久    

《
広
島
県
府
中
市
》

p r o f i l e

内田 貴久〈うちだ・たかひさ〉

東京都出身。大学卒業後、大手スポーツアパレルメーカーに入社。83年に株式
会社ニチマンに入社、93年に代表取締役社長に就任。97年に有限会社スピング
ルカンパニーを設立。2007年に株式会社に商号変更。同社のほか、株式会社ニ
チマン、株式会社ニチマンラバーテックの代表取締役社長も務める。グループ
全体で従業員は 240名、売上高 43億円。

文：城市 奈那     写真撮影：芥川 博之（広島県府中町在住） ゴム底を靴に貼り合わせる。デザインに直結する重要な部分だ

アッパーをラスト（靴型）に合わせて形作る
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か
閉
鎖
し
て
韓
国
や
台
湾
に
拠
点
を
移
し
、

一
足
二
千
円
か
ら
三
千
円
の
価
格
帯
の
量
産

品
に
注
力
し
た
。
し
か
し
、
量
産
を
進
め
れ

ば
進
め
る
ほ
ど
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
を
失
い
、
評

価
が
落
ち
て
い
く
。
さ
ら
に
、
似
た
商
品
を

作
る
同
業
者
が
現
れ
て
、
も
っ
と
価
格
が
下

が
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
た
。

「
ロ
ッ
ト
を
意
識
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
既
に

あ
る
靴
型
で
作
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
、

商
品
が
代
わ
り
映
え
し
な
く
な
る
。
他
社
と

も
同
質
化
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
し
た
」

難
し
い
舵
取
り
を
迫
ら
れ
る
中
、
内
田
社

長
が
目
を
向
け
た
の
が
、
自
分
た
ち
が
か
つ

て
持
っ
て
い
た
強
み
だ
っ
た
。

「
国
内
の
大
手
メ
ー
カ
ー
に
勝
つ
た
め
に
、
う

ち
は
多
品
種
少
量
で
商
品
を
作
っ
て
い
て
、
そ

れ
が
評
価
を
受
け
て
い
た
。
も
う
一
つ
、
う
ち

が
得
意
な
の
は
ク
イ
ッ
ク
レ
ス
ポ
ン
ス
。
海
外

生
産
で
は
発
注
か
ら
納
品
ま
で
の
リ
ー
ド
タ
イ

ム
に
九
十
日
か
ら
百
二
十
日
を
要
し
ま
す
が
、

国
内
な
ら
三
十
日
か
ら
六
十
日
で
対
応
で
き
ま

す
。
多
品
種
少
量
と
ク
イ
ッ
ク
レ
ス
ポ
ン
ス
が

う
ち
の
良
さ
を
引
き
出
し
て
い
た
の
で
す
」

そ
の
強
み
を
再
び
生
か
せ
る
手
立
て
は
何

か
。答
え
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、

ま
ず
は
い
ろ
い
ろ
と
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
、
別

会
社
と
し
て
一
九
九
七
（
平
成
九
）
年
に
有
限

会
社
ス
ピ
ン
グ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
を
設
立
す
る
。

自
社
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
商
品
を
販
売
し
た
り
、
大

阪
に
小
売
店
を
開
い
た
り
と
、
こ
れ
ま
で
自
社

で
行
っ
た
こ
と
が
な
い
販
売
方
法
を
試
し
た
。

失
敗
の
連
続
か
ら
学
ぶ

大
阪
の
ア
メ
リ
カ
村
に
出
店
し
た
小
売
店

で
は
、
米
国
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
仕
入
れ
て
販

売
し
た
。「
失
敗
の
連
続
だ
っ
た
が
、
失
敗
か

ら
学
ん
だ
」
と
内
田
社
長
は
振
り
返
る
。

小
売
店
で
学
ん
だ
こ
と
の
一
つ
は
、
価
格

を
ど
う
維
持
す
る
か
。
米
国
の
新
し
い
ブ
ラ

ン
ド
商
品
を
い
ち
早
く
仕
入
れ
て
定
価
で
売

ろ
う
と
し
て
も
、
近
く
の
量
販
専
門
店
で
安

く
売
ら
れ
始
め
る
と
、
お
客
さ
ん
は
み
ん
な

そ
ち
ら
に
流
れ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
経
験
を

何
度
も
繰
り
返
し
た
。

「
そ
う
な
る
と
、
真
面
目
に
定
価
で
売
ろ
う
と

す
る
中
小
の
小
売
店
は
、
大
手
量
販
店
の
チ

ラ
シ
に
出
る
よ
う
な
商
品
を
扱
う
の
は
や
め

よ
う
と
思
う
わ
け
で
す
」

靴
の
価
格
決
定
は
、
メ
ー
カ
ー
よ
り
も
小
売

店
の
裁
量
が
大
き
い
。
特
に
大
手
量
販
店
は
優

位
な
立
場
に
あ
り
、
メ
ー
カ
ー
側
か
ら
チ
ラ
シ

に
載
せ
な
い
よ
う
頼
ん
で
も
、
守
ら
れ
な
い
こ

と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
商
品
が
値

崩
れ
し
て
い
く
様
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

も
う
一
つ
の
学
び
は
、
ブ
ラ
ン
ド
と
は
何

か
だ
。
当
時
は
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
や
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
の
ブ
ラ
ン
ド
の
全
盛
期
。
ア
メ
リ

カ
村
の
小
売
店
で
も
商
品
を
多
く
扱
っ
た
。

「
同
じ
ス
ポ
ー
ツ
で
も
、
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
、

セ
カ
ン
ド
ブ
ラ
ン
ド
、
サ
ー
ド
ブ
ラ
ン
ド
と

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、
ト
ッ
プ
ブ

ラ
ン
ド
に
な
ら
な
い
と
な
か
な
か
売
れ
な
い
。

こ
れ
だ
け
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
て
も
、
セ
カ

ン
ド
、
サ
ー
ド
で
は
評
価
さ
れ
な
い
の
で
す
。

ブ
ラ
ン
ド
と
は
何
か
を
、
こ
の
と
き
思
い
知

ら
さ
れ
ま
し
た
」

ス
ピ
ン
グ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
の
設
立
か
ら
三

～
四
年
、
手
探
り
で
事
業
を
試
み
て
き
た
中

で
、
内
田
社
長
が
見
つ
け
た
答
え
は
、「
オ
リ

ジ
ナ
ル
性
の
あ
る
自
社
商
品
を
作
る
」
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
。

「
自
分
た
ち
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
を
出
す
た
め
に
、

何
十
年
と
続
い
て
き
た
伝
統
の
バ
ル
カ
ナ
イ
ズ

製
法
を
利
用
し
て
、
一
見
し
て
う
ち
の
商
品
と

分
か
る
よ
う
な
靴
を
作
ろ
う
と
話
し
ま
し
た
」

課
題
が
多
い
製
法
と
素
材
に

あ
え
て
挑
戦
す
る

バ
ル
カ
ナ
イ
ズ
製
法
と
は
、
一
八
三
九
年
に

米
国
で
生
ま
れ
た
ス
ニ
ー
カ
ー
の
基
本
製
法
で

あ
る
。
硫
黄
を
混
ぜ
た
ゴ
ム
の
ソ
ー
ル
と
靴
本

体
を
接
着
し
、
釜
に
入
れ
て
熱
と
圧
力
を
か
け

る
。
そ
う
す
る
と
、
百
度
以
上
の
高
温
加
熱
に

よ
っ
て
ゴ
ム
が
硬
化
し
、
ア
ッ
パ
ー
と
ソ
ー
ル

が
密
着
す
る
。
接
着
剤
を
使
う
方
法
よ
り
も
、

耐
久
性
が
出
て
ゴ
ム
の
弾
力
性
が
強
く
な
る
が
、

均
一
性
を
出
す
の
が
難
し
い
。
以
前
は
多
く
の

メ
ー
カ
ー
で
専
用
の
加
硫
釜
を
所
有
し
て
い
た

が
、
現
在
も
所
有
し
て
い
る
企
業
は
数
少
な
い

と
い
う
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
性
を
出
す
た
め
、
素
材
に
も

こ
だ
わ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
ナ
イ
ロ
ン
や
キ
ャ

ン
バ
ス
地
な
ど
雑
材
と
呼
ば
れ
る
素
材
を

使
っ
て
き
た
が
、
革
で
作
ろ
う
と
提
案
し
た
。

「
革
を
使
っ
た
ス
ニ
ー
カ
ー
は
日
本
に
も
海
外

に
も
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
す
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
ブ
ラ
ン
ド
が
革
の
ス
ニ
ー
カ
ー
を
高
額
で

売
っ
て
い
る
の
を
見
て
、『
こ
れ
だ
』
と
。
革

に
こ
だ
わ
っ
た
結
果
、
あ
の
独
特
の
デ
ザ
イ

ン
も
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
」

革
の
ス
ニ
ー
カ
ー
が
少
な
い
理
由
は
、
作

り
に
く
さ
に
あ
る
。
天
然
皮
革
は
熱
で
焦
げ

た
り
、
縮
ん
だ
り
し
や
す
い
。
生
産
性
を
上

げ
る
た
め
、
革
の
選
別
か
ら
収
縮
を
調
整
す

る
技
術
ま
で
試
行
錯
誤
の
連
続
と
な
っ
た
。

「
乗
り
越
え
る
べ
き
課
題
が
多
い
素
材
で
し
た

が
、
あ
ま
り
先
の
こ
と
は
考
え
ず
に
と
り
あ
え

ず
や
っ
て
み
よ
う
と
。
大
企
業
な
ら
慎
重
に
な

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
う
や
っ
て
素
早
く
動
け

る
こ
と
が
う
ち
の
特
長
。
だ
か
ら
こ
そ
ス
ピ
ン

グ
ル
ム
ー
ヴ
が
生
ま
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

成
長
を
意
識
し
な
い

こ
う
し
て
完
成
し
た
ス
ピ
ン
グ
ル
ム
ー
ヴ
を

二
〇
〇
二
年
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ

た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
総
合
展
示
会
で
発
表
し
た
。

「
成
長
さ
せ
よ
う
と
か
、
た
く
さ
ん
売
ろ
う
と

は
あ
ま
り
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」
と
内
田
社

長
は
話
す
。
数
で
は
な
く
、
ス
ピ
ン
グ
ル
カ

ン
パ
ニ
ー
の
価
値
観
に
共
感
し
て
く
れ
る
と

こ
ろ
と
手
を
組
み
た
か
っ
た
。「
小
ロ
ッ
ト
で

も
作
る
」
姿
勢
が
呼
び
水
に
な
っ
た
の
か
、

ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。
徐
々
に
認
知
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
ス
ピ
ン
グ
ル
ム
ー
ヴ
は
高
い
評
価
を

得
る
よ
う
に
な
っ
た
。

小
売
店
で
の
経
験
か
ら
、
価
格
決
定
に
お
い

て
対
等
な
関
係
が
築
け
る
販
売
店
と
取
引
し
よ

う
と
考
え
、
靴
専
門
店
を
中
心
に
ブ
ラ
ン
ド
理

解
と
信
頼
構
築
に
努
め
た
。

「
広
告
宣
伝
は
ほ
と
ん
ど
行
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
国
内
の
メ
ー
カ
ー
が
一
様
に
落
ち
込
ん
で

い
た
中
、
他
が
で
き
な
い
こ
と
を
や
っ
て
い
た

点
が
評
価
さ
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

早
く
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
販
売
を
始
め
て
、

口
コ
ミ
で
評
判
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。
小
さ
く

始
め
た
割
に
認
知
度
が
高
か
っ
た
の
は
、
ネ
ッ

ト
の
口
コ
ミ
の
影
響
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
」

ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
と

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

ス
ピ
ン
グ
ル
ム
ー
ヴ
の
評
価
を
決
定
づ
け

た
の
が
、
T
A
K
E
O 

K
I
K
U
C
H
I
や

コ
ム
デ
ギ
ャ
ル
ソ
ン
な
ど
ト
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
と

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
コ
ム
デ
ギ
ャ
ル
ソ

ン
と
は
、
海
外
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
通
じ
て
、
創

業
者
で
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
川
久
保
玲
氏
が
ス
ピ
ン

グ
ル
ム
ー
ヴ
を
知
り
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

至
っ
た
。
誕
生
し
た
商
品
は
、
二
〇
〇
四
年
の

パ
リ
や
ミ
ラ
ノ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
発
表
さ
れ
、

記
録
的
な
売
り
上
げ
と
な
っ
た
。

ト
ッ
プ
デ
ザ
イ
ナ
ー
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
で

は
、
生
産
し
た
メ
ー
カ
ー
の
名
は
表
に
出
さ
な

い
。
だ
が
、
こ
の
商
品
で
は
、
靴
の
ブ
ラ
ン
ド

名
を
表
す
靴
の
内
側
に
、
コ
ム
デ
ギ
ャ
ル
ソ
ン

の
ロ
ゴ
と
合
わ
せ
て
、
ス
ピ
ン
グ
ル
ム
ー
ヴ
の

ロ
ゴ
が
入
っ
て
い
る
。「
う
ち
の
も
の
づ
く
り

に
共
感
し
て
も
ら
え
た
か
ら
で
は
な
い
か
」
と

内
田
社
長
は
自
信
を
深
め
る
。

こ
う
し
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て

セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
注
文
が
入
る
よ
う

に
な
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
評
判
も

相
ま
っ
て
売
り
上
げ
に
結
び
つ
い
て
い
っ
た
。

二
〇
〇
七
年
に
は
、
株
式
会
社
に
商
号
を
変

更
。
現
在
、
ス
ピ
ン
グ
ル
ム
ー
ヴ
を
取
り
扱
う

総
店
舗
数
は
約
二
百
店
舗
に
上
り
、
二
〇
一
七

年
に
は
東
京
・
吉
祥
寺
に
、
二
〇
一
八
年
に
は

品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
内
に
直
営
店
を
オ
ー
プ

ン
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
用
品
か
ら
革
の
ス
ニ
ー
カ
ー
へ
、

長
年
ブ
ラ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ
っ
て
き
た

内
田
社
長
は
今
も
ず
っ
と
ブ
ラ
ン
ド
の
本
質

と
向
き
合
っ
て
い
る
。

「
買
っ
て
く
れ
る
お
客
さ
ま
を
裏
切
ら
な
い
の

が
ブ
ラ
ン
ド
。
裏
切
ら
な
い
た
め
に
は
、
今
お

客
さ
ま
が
求
め
て
い
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
そ

の
先
を
想
像
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
評
価
が

い
つ
ま
で
も
続
く
保
証
は
な
い
た
め
、
わ
れ
わ

れ
は
常
に
お
客
さ
ま
の
声
に
耳
を
傾
け
て
、
努

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

本社に併設したショップ「GLOBAL SHOES GALLERY」 「靴の成長軸がコマのように回転（スピン）し、グルグルと
らせんを描きながら伸び続け、たくさんの方に愛される
靴になってほしい」という思いを込めたロゴマーク

◆株式会社スピングルカンパニー：0847（41）5609     URL https://www.spingle.jp

バルカナイズ製法では、この釜にゴム底を貼りあわ
せた靴を入れ、熱硬化によりアッパーとソールを密
着させる

定番のカンガルーレザー×巻き上げソールのモデル。ソールの
意匠は、昔の体育館シューズをそのまま採用している

板状のゴムを靴の形に裁断

混ぜた硫黄が熱で化学反応を起こすことで弾力性のあるゴム
に仕上がる
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た
ゆ
ま
ぬ
製
品
開
発
努
力
で
ユ
ー
ザ
ー
の
声
に
応
え
、

釣
り
糸
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
株
式
会
社
サ
ン
ラ
イ
ン  

《
山
口
県
岩
国
市
》

も
模
索
し
て
い
る
。

「
関
心
を
寄
せ
る
企
業
と
の
テ
ス
ト
も
進
め

て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
活
用
さ
れ

れ
ば
、
当
社
の
可
能
性
は
大
き
く
広
が
り
ま

す
」
と
中
野
社
長
は
期
待
を
寄
せ
る
。
創
業

時
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
小
さ
く
と
も
世
界
一
に

な
ろ
う
」
を
標
榜
し
続
け
て
き
た
サ
ン
ラ
イ

ン
の
新
た
な
挑
戦
が
始
ま
っ
て
い
る
。

大
手
合
繊
メ
ー
カ
ー
な
ど
約
二
十
社
が
ひ
し
め
く
国
内
釣
り
糸
業
界
で
ト
ッ
プ

メ
ー
カ
ー
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
岩
国
市
に
本
社
を
構
え
る
サ
ン
ラ
イ
ン
だ
。

徹
底
し
た
顧
客
第
一
主
義
で
開
発
し
た
画
期
的
な
釣
り
糸
を
市
場
に
送
り
出

し
、
海
外
へ
も
進
出
。
さ
ら
に
、
大
気
圧
プ
ラ
ズ
マ
処
理
技
術
を
使
っ
て
、
新

た
な
分
野
で
の
事
業
開
拓
に
挑
ん
で
い
る
。

 

強
い
釣
り
糸
作
り
に
商
機

株
式
会
社
サ
ン
ラ
イ
ン
は
、
釣
り
具
問

屋
の
専
務
を
務
め
て
い
た
宮
本
健た

け
ひ
こ彦
氏
が
釣

り
糸
部
門
を
独
立
さ
せ
て
一
九
七
七
（
昭
和

五
十
二
）
年
八
月
に
設
立
し
た
。
山
口
県
柳

井
市
に
作
業
所
を
開
設
し
、
社
員
二
十
人
で

釣
り
糸
の
製
造
と
販
売
を
開
始
し
た
。
当
時

の
釣
り
糸
は
、
大
手
合
繊
メ
ー
カ
ー
が
製
造

す
る
ナ
イ
ロ
ン
製
が
主
流
で
、
種
類
も
限
ら

れ
て
い
た
。
ナ
イ
ロ
ン
は
水
中
で
長
時
間
使

用
す
る
と
、水
分
を
吸
っ
て
強
度
が
落
ち
る
。

目
の
前
で
糸
が
切
れ
、
大
物
の
釣ち

ょ
う

果か

を
逃
し

た
苦
い
経
験
を
持
つ
釣
り
人
た
ち
か
ら
は
、

強
い
糸
の
登
場
が
待
望
さ
れ
て
い
た
。

「
創
業
社
長
は
そ
こ
に
商
機
を
見
い
だ
し
た
、

と
聞
い
て
い
ま
す
。
当
初
は
合
繊
メ
ー
カ
ー

か
ら
購
入
し
た
ナ
イ
ロ
ン
原げ

ん

糸し

を
二
次
加
工

し
て
製
品
化
し
ま
し
た
」
と
、二
〇
一
四
（
平

成
二
十
六
）
年
に
四
代
目
経
営
者
と
な
っ
た

中
野
郁
夫
社
長
は
振
り
返
る
。

創
業
四
年
後
の
一
九
八
一
年
に
、
糸
へ
の

樹
脂
加
工
で
水
分
吸
収
に
伴
う
強
度
低
下
を

抑
え
る
耐
水
樹
脂
ハ
ー
ド
加
工
技
術
の
開
発

に
成
功
し
て
『
キ
ョ
ク
リ
ン
ハ
ー
ド
』
を
発

売
。
さ
ら
に
一
九
八
四
年
に
は
、
よ
り
強
度

を
高
め
、
業
界
で
は
初
め
て
糸
の
結
節
強
度

を
表
示
し
た
製
品
『
パ
ワ
ー
ド
』
を
市
場
に

送
り
出
し
た
。
そ
れ
が
大
ヒ
ッ
ト
し
た
。

「
結
節
強
度
と
は
糸
を
結
ん
で
引
っ
張
っ
た

と
き
の
強
さ
で
す
が
、
結
び
目
は
強
度
が
落

ち
る
の
で
、
そ
れ
を
明
示
す
る
と
自
ら
の
首

を
絞
め
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
糸
を
結
ん
で
釣
り
を
す
る
わ
け
で
す

か
ら
、
実
際
の
釣
り
に
役
立
つ
指
標
を
示
し

た
こ
と
は
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
信
頼
獲
得
に

大
き
く
作
用
し
ま
し
た
」

ま
た
、
耐
水
樹
脂
ハ
ー
ド
加
工
技
術
が

認
め
ら
れ
て
欧
米
へ
の
出
荷
に
乗
り
出
し
、

一
九
八
八
年
に
は
米
国
の
デ
ュ
ポ
ン
社
と
契

約
し
て
同
社
か
ら
の
受
託
製
品
の
製
造
・
輸

出
を
開
始
し
た
。
以
降
、
海
外
で
の
販
売
を

広
げ
て
い
る
。

サ
ン
ラ
イ
ン
は
二
次
加
工
技
術
を
高
め

る
と
と
も
に
、
設
備
を
導
入
し
て
紡ぼ

う

糸し

に※
１

も

取
り
組
み
、
そ
の
技
術
を
磨
い
て
原
料
か
ら

の
製
造
体
制
を
確
立
し
た
。
一
九
九
一
年
に

山
口
県
玖く

珂が

町
（
現
・
岩
国
市
）
の
瀬せ

田だ

工

業
団
地
に
新
工
場
を
整
備
し
、
一
九
九
五
年

に
は
釣
り
糸
国
内
市
場
で
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー

と
な
る
。
そ
の
後
も
瀬
田
工
場
を
拡
張
し
、

一
九
九
八
年
に
本
社
を
瀬
田
工
場
に
移
し
た
。

 

顧
客
第
一
主
義
を
貫
く

釣
り
糸
の
国
内
市
場
は
メ
ー
カ
ー
出
荷
規

模
で
約
七
十
億
円
と
、
決
し
て
大
き
な
市
場

で
は
な
い
が
、
大
手
合
繊
メ
ー
カ
ー
の
製
品

と
競
っ
て
ユ
ー
ザ
ー
を
獲
得
す
る
の
は
並
大

抵
の
こ
と
で
は
な
い
。
サ
ン
ラ
イ
ン
は
現
在

ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
の
二
十
％
を
維
持
し
て
い
る

が
、
そ
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
の
は
営
業

力
と
確
か
な
技
術
で
培
わ
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
力

だ
と
中
野
社
長
は
言
い
切
る
。

社
員
百
六
十
四
人
の
同
社
は
「
お
客
様
第

一
主
義
に
徹
し
、品
質
至
上
主
義
を
貫
こ
う
」

を
企
業
理
念
の
筆
頭
に
掲
げ
、
二
十
六
人
の

営
業
社
員
を
国
内
外
に
配
置
し
て
い
る
。

「
販
売
店
に
出
向
き
、
ユ
ー
ザ
ー
の
声
を
集

め
て
製
品
作
り
に
反
映
し
て
い
ま
す
。
地
域

性
も
把
握
で
き
、
き
め
細
か
な
対
応
が
で
き

る
の
が
利
点
。
糸
が
切
れ
る
な
ど
の
ク
レ
ー

ム
が
あ
れ
ば
、
原
因
を
調
べ
、
根
拠
を
示
し

て
回
答
し
て
い
ま
す
」
と
中
野
社
長
。

各
地
の
釣
り
名
人
と
フ
ィ
ー
ル
ド
テ
ス

タ
ー
と
し
て
契
約
し
、
製
品
の
実じ

っ

釣ち
ょ
う

テ
ス
ト

や
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
の
も

特
徴
だ
。
そ
の
数
は
四
百
五
十
人
に
上
り
、

テ
ス
タ
ー
や
ユ
ー
ザ
ー
の
意
見
・
要
望
も

踏
ま
え
て
製
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
広
げ
た
結

果
、
糸
の
太
さ
や
色
の
違
い
な
ど
も
含
め
た

製
品
数
は
実
に
二
千
種
類
に
達
し
て
い
る
。

「
こ
こ
ま
で
揃
え
て
い
る
メ
ー
カ
ー
は
な
い

で
し
ょ
う
。
ユ
ー
ザ
ー
の
声
に
応
え
た
結
果

で
あ
り
、
ま
た
応
え
な
け
れ
ば
小
さ
な
釣
り

糸
専
門
メ
ー
カ
ー
は
生
き
残
れ
ま
せ
ん
」

 

新
技
術
で
可
能
性
を
広
げ
る

サ
ン
ラ
イ
ン
で
は
、
ナ
イ
ロ
ン
、
フ
ロ
ロ

カ
ー
ボ
ン
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
の
専
用
紡
糸
設

備
を
完
備
し
、
多
種
多
様
な
製
品
の
開
発
と

製
造
を
迅
速
に
進
め
て
い
る
。
加
え
て
、
大

学
等
と
の
共
同
研
究
も
行
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
〇
年
に
、
広
島
大
学
と
の
共
同
研

究
で
開
発
し
た
魚
に
見
え
に
く
い
ピ
ン
ク
色

の
フ
ロ
ロ
カ
ー
ボ
ン
製
ハ
リ
ス
（
釣
り
糸
）

『
ト
ル
ネ
ー
ド
Ｓ
Ｖ
―
Ⅰ
』
を
販
売
し
た
。

二
〇
〇
九
年
に
は
プ
ラ
ズ
マ
（
数
千
～
数
万

度
以
上
で
電
離
ガ
ス
と
な
っ
た
物
質
第
四
の

状
態
）
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
東
京
工
業
大

学
と
の
共
同
研
究
に
着
手
。
二
〇
一
三
年
に

「
大
気
圧
プ
ラ
ズ
マ
に
よ
る
ナ
イ
ロ
ン
繊
維

の
撥は

っ

水す
い

化
技
術
及
び
繊
維
の
撥
水
性
評
価
方

法
」
を
開
発
し
、
二
〇
一
四
年
に
大
気
圧
プ

ラ
ズ
マ
に
よ
る
加
工
を
施
し
た
磯
釣
り
用
道み

ち

糸い
と

『※
２

松
田
ス
ペ
シ
ャ
ル
競
技 

ブ
ラ
ッ
ク
ス

ト
リ
ー
ム
マ
ー
ク
Ｘ
』
を
発
売
し
た
。

温
度
上
昇
を
抑
え
な
が
ら
発
生
さ
せ
た
低

温
プ
ラ
ズ
マ
に
は
、
表
面
改
質
や
殺
菌
、
微

細
加
工
な
ど
の
効
能
が
あ
り
、
半
導
体
や
テ

レ
ビ
、
空
気
清
浄
機
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い

る
。
だ
が
、
従
来
の
発
生
装
置
で
は
使
用
で

き
る
プ
ラ
ズ
マ
ガ
ス
が
限
ら
れ
、
プ
ラ
ズ
マ

温
度
の
制
御
が
困
難
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、

繊
維
状
物
質
へ
の
処
理
は
難
し
か
っ
た
。
そ

れ
を
東
京
工
業
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の

株
式
会
社
プ
ラ
ズ
マ
コ
ン
セ
プ
ト
東
京
が
持

つ
大
気
圧
プ
ラ
ズ
マ
の
特
許
技
術
と
サ
ン
ラ

イ
ン
の
釣
り
糸
開
発
・
製
造
技
術
を
融
合
さ

せ
て
、
繊
維
状
物
質
へ
の
大
気
圧
プ
ラ
ズ
マ

に
よ
る
連
続
処
理
の
工
業
化
を
実
現
し
た
の

だ
。
プ
ラ
ズ
マ
で
表
面

を
処
理
さ
れ
た
釣
り
糸

は
、
素
材
本
来
の
特
長

が
損
な
わ
れ
ず
、
撥
水

性
と
耐
久
性
が
格
段
に

高
ま
っ
た
。

サ
ン
ラ
イ
ン
は
そ
の
革
新
技
術
を
さ
ら
に

訴
求
す
る
た
め
に
「
プ
ラ
ズ
マ
ラ
イ
ズ
」
と

銘
打
ち
、
二
〇
一
九
年
春
か
ら
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
本
格
化
さ
せ
る
。
ま
た
、
あ
ら
ゆ

る
繊
維
に
応
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
耐
水
性

が
求
め
ら
れ
る
屋
外
資
材
や
航
空
機
・
自
動

車
等
の
軽
量
化
を
図
る
部
材
へ
の
活
用
な
ど

写真提供：株式会社サンライン　
◆株式会社サンライン：0827（82）6761   URL http://www.sunline.co.jp ※1 紡糸…加熱融解した原料（高分子化合物）を紡糸口金から空気中や水中に押し出し、繊維状に固化させて原糸を製造する工程※2 道糸…釣り竿の先端から仕掛けをつなぐ部分までの釣り糸

契約したフィールドテスターに製品の実釣テストを行ってもらっているのも特徴

糸を結晶レベルで解析する特殊顕微鏡原料から原糸を製造する紡糸設備

2000種類に及ぶ製品中野郁夫社長

本社社屋 釣り糸の引っ張り強度を測定原糸を二次加工してできた釣
り糸の巻き取り工程
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地
元
の
お
茶
を
地
元
で
消
費
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る

若
き
経
営
者・青
山 

雅
史
さ
ん

「
岡
山
」
の
お
茶
で
起
業
す
る

お
茶
の
産
地
と
聞
い
て
、
思
い
浮
か
べ
る

の
は
ど
の
地
域
だ
ろ
う
か
。
静
岡
県
か
、
あ

る
い
は
宇
治
茶
の
京
都
府
か
。
そ
れ
と
も
狭さ

山や
ま
茶
の
埼
玉
県
か
、
は
た
ま
た
知ち

覧ら
ん
茶
の
鹿

児
島
県
か
。
岡
山
県
を
思
い
浮
か
べ
る
と
い

う
人
は
、あ
ま
り
い
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
ん
な
岡
山
県
で
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
や
病

院
な
ど
の
異
業
種
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
商
品

開
発
を
し
、
岡
山
茶
の
製
造
・
販
売
を
手
掛

け
る
若
手
経
営
者
が
い
る
。
引
両
紋
社
長
の

青
山
雅
史
さ
ん
だ
。

青
山
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
、
紳
士
服
販
売

会
社
の
販
売
員
を
務
め
た
後
、
岡
山
県
備
前

市
吉
永
町
に
あ
る
父
親
の
実
家
を
拠
点
に
、

二
〇
一
〇
（
平
成
二
十
二
）
年
、
二
十
二
歳

の
若
さ
で
起
業
す
る
。
祖
母
が
岡
山
県
北
部

の
真
庭
市
で
茶
栽
培
を
営
ん
で
い
た
こ
と
か

ら
、
日
本
茶
で
商
売
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

「
岡
山
県
北
部
の
真
庭
市
や
美
作
市
で
は
、

昔
か
ら
茶
の
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
知
名
度
が
低
く
、
価
格
決
定
権
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
県
北
は
寒

く
、収
穫
の
時
期
が
遅
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

日
本
茶
は
、
五
月
上
旬
の
新
茶
の
シ
ー
ズ
ン

に
一
番
高
値
で
売
れ
ま
す
が
、
こ
の
地
域
は

そ
の
時
期
に
茶
葉
が
出
荷
で
き
な
い
。
五
月

下
旬
に
摘
み
始
め
る
の
で
、
価
格
が
安
く

な
っ
て
し
ま
い
、
茶
農
家
は
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
そ
れ
を
な
ん
と
か
し
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
」

そ
こ
で
、
高
級
茶
葉
と
し
て
百
貨
店
で

販
売
す
る
戦
略
を
立
て
た
。
引
両
紋
の
商
品

と
し
て
最
初
に
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
岡
山
県
産
の
果
物
を
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ

加
工
し
て
茶
葉
に
ブ
レ
ン
ド
し
た
、
フ
レ
ー

バ
ー
テ
ィ
ー
だ
。
難
関
と
い
わ
れ
る
、
伊
勢

丹
新
宿
店
で
の
販
売
も
始
ま
っ
た
。

「
岡
山
茶
の
ク
オ
リ
テ
ィ
が
低
い
わ
け
じ
ゃ
な

い
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た
ん
で
す
」

し
か
し
、
青
山
さ
ん
は
あ
る
と
き
気
付
い

た
と
い
う
。
東
京
の
百
貨
店
に
買
い
求
め
に

や
っ
て
く
る
客
層
も
、
岡
山
出
身
者
な
ど
、

何
か
し
ら
岡
山
と
縁
の
あ
る
人
ば
か
り
だ
っ

た
。
な
ら
ば
、
岡
山
で
売
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な

い
か
―
―
。

そ
の
と
き
か
ら
青
山
さ
ん
は
、
岡
山
県
内

だ
け
で
商
売
が
成
り
立
つ
の
か
を
真
剣
に
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

県
内
消
費
に
方
針
転
換

「
国
内
の
お
茶
の
生
産
量
は
現
在
、
一
九
七
〇

年
代
に
比
べ
る
と
約
半
分
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ

で
も
、
そ
の
う
ち
の
九
十
八
％
が
国
内
で
消

費
さ
れ
て
い
る
。
お
茶
と
い
う
の
は
、
非
常

に
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
な
商
材
な
ん
で
す
」

総
務
省
の
統
計
に
よ
る
と
、
年
間
の

一
世
帯
あ
た
り
の
茶
葉
の
消
費
量
は
、
約

八
百
四
十
グ
ラ
ム
。
こ
れ
に
岡
山
県
の

世
帯
数
七
十
七
万
を
か
け
る
と
、
年
間
約

六
百
五
十
ト
ン
の
お
茶
が
県
内
で
消
費
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
対
し
、
岡
山

県
の
お
茶
の
生
産
量
は
年
間
百
十
ト
ン
。
つ

ま
り
、
県
内
生
産
量
よ
り
も
は
る
か
に
多
い

量
の
お
茶
を
、
岡
山
県
民
は
消
費
し
て
い
る

の
だ
。

現
在
消
費
さ
れ
て
い
る
お
茶
の
価
格
や
販

売
形
態
と
同
じ
で
あ
れ
ば
、
岡
山
で
生
産
さ

れ
た
お
茶
が
も
っ
と
県
内
で
消
費
さ
れ
る
は

ず
だ
。
そ
う
考
え
、
青
山
さ
ん
は
大
き
く
方

向
転
換
を
し
た
。

二
〇
一
四
年
か
ら
は
、
中
四
国
地
方
に
店

舗
展
開
す
る
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
の
ザ
グ
ザ
グ

（
本
社
・
岡
山
市
）
と
コ
ラ
ボ
し
、
手
軽
で

淹
れ
や
す
い
、
低
価
格
の
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
を

商
品
化
す
る
。

「
ス
ー
パ
ー
の
お
茶
コ
ー
ナ
ー
を
見
に
行
っ

て
分
か
っ
た
の
は
、
年
間
消
費
量
の
約

八
百
四
十
グ
ラ
ム
と
い
う
数
字
の
ほ
と
ん
ど

は
、
贈
答
用
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
お
茶
で
は
な

く
、
普
段
み
な
さ
ん
が
ス
ー
パ
ー
で
買
っ
て

飲
ん
で
い
る
お
茶
だ
と
い
う
こ
と
。
そ
こ
で

勝
負
し
な
け
れ
ば
、
消
費
し
て
も
ら
え
な

い
。
い
く
ら
県
内
産
の
良
い
も
の
だ
と
訴
え

て
も
、
値
段
が
高
く
な
る
な
ら
、
買
っ
て
も

ら
え
な
い
で
し
ょ
う
」

青
山
さ
ん
は
、
岡
山
の
お
茶
を
作
っ
た
だ

け
で
は
、
地
産
地
消
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
。

ど
れ
だ
け
売
れ
た
の
か
と
い
う
結
果
が
重
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
大
手
メ
ー
カ
ー
の

価
格
と
同
等
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「『
生
産
量
が
少
な
い
か
ら
、
価
格
が
高
く
て

も
仕
方
な
い
』
と
い
う
の
は
、
生
産
者
側
の

理
屈
で
あ
っ
て
、
消
費
者
に
は
関
係
な
い
ん

で
す
」
と
、
ど
こ
ま
で
も
ス
ト
イ
ッ
ク
だ
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
市
場
に
参
入

二
〇
一
六
年
か
ら
は
、
五
百
ミ
リ
リ
ッ
ト

ル
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
「
瀬
戸
内
茶
」
の
製

造・販
売
も
始
め
た
。県
内
産
の
茶
葉
を
百
％

使
用
し
、
保
存
料
な
ど
の
添
加
物
は
一
切
不

使
用
。
量
販
店
で
は
八
十
八
～
九
十
八
円
で

販
売
さ
れ
、
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

す
で
に
複
数
の
銘
柄
が
競
合
し
て
い
る

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
茶
市
場
に
、
新
規
参
入
す
る

《
岡
山
県
備
前
市
》

p r o f i l e

青山 雅史〈あおやま・まさふみ〉

株式会社引両紋　代表取締役
1987年岡山県備前市生まれ。大手紳士服会社の販売員を経て、2010年に起業し、備前市
吉永町に「茶房 引両紋」を開店。岡山県産の果物を茶葉に混ぜたフレーバーティーを開発し、
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文：黒部 麻子（岡山県倉敷市在住）    写真撮影：林田 悟（岡山市在住）

二
十
二
歳
で
起
業
し
、
茶
製
造
・
販
売
を
手
掛
け
る
株
式
会
社
引ひ

き

両り
ょ
う

紋も
ん

を
設
立
。
そ
れ
ま
で
知
名
度
の
低
か
っ
た
岡
山
茶
の
普
及
に
情
熱
を
燃
や
す
。

百
貨
店
取
り
扱
い
の
高
級
茶
路
線
か
ら
、
ス
ー
パ
ー
・
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
等
で
の
日
常
消
費
路
線
へ
。
安
定
し
た
仕
組
み
を
つ
く
る
た
め
、
挑
戦
は
続
く
。

　

ま　

さ　
　

ふ　

み

県北の茶畑。県内の茶の生産量は年々減っている
写真提供：株式会社引両紋
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の
は
簡
単
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ス
ー

パ
ー
が
「
売
り
た
い
」
と
思
っ
て
く
れ
る
何

か
が
必
要
だ
。
そ
こ
で
青
山
さ
ん
が
考
え
た

の
が
、「
添
加
物
不
使
用
」
だ
っ
た
。

「
添
加
物
を
入
れ
ず
に
ど
う
や
っ
て
賞
味
期
限

を
担
保
す
る
か
と
い
う
と
、
お
茶
の
カ
テ
キ

ン
作
用
に
頼
る
し
か
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
の

瀬
戸
内
茶
は
、
大
手
メ
ー
カ
ー
の
約
八
倍
の

量
の
茶
葉
を
使
っ
て
い
ま
す
。
僕
ら
は
岡
山

の
お
茶
の
地
産
地
消
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

た
く
さ
ん
の
茶
葉
を
使
う
こ
と
も
厭
わ
な
い
」

茶
葉
の
使
用
量
が
多
く
て
も
低
価
格
を
実

現
で
き
た
の
は
、
流
通
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ

と
が
で
き
た
か
ら
だ
。
問
屋
が
比
較
的
多
い

岡
山
で
は
、
商
品
を
流
通
さ
せ
る
た
め
の
中

継
点
が
少
な
く
て
す
む
。
ま
た
、
商
圏
も
広

げ
ず
に
、
県
内
だ
け
で
売
る
と
決
め
た
こ
と

も
奏
功
し
た
と
い
う
。

「
僕
ら
が
大
手
と
一
番
違
う
の
は
、
広
告
費

を
か
け
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
分
、
消

費
者
に
商
品
を
届
け
る
ま
で
に
、
人
を
挟
ま

な
き
ゃ
い
け
な
い
。
消
費
者
に
一
番
身
近
な

の
は
ス
ー
パ
ー
で
す
よ
ね
。
ス
ー
パ
ー
の
人

た
ち
に
『
売
り
た
い
』
と
思
っ
て
も
ら
え
る

も
の
じ
ゃ
な
い
と
売
れ
な
い
ん
で
す
。
だ
か

ら
ス
ー
パ
ー
と
の
打
ち
合
わ
せ
は
綿
密
に
行

い
ま
し
た
」

二
〇
一
七
年
か
ら
は
、
大
手
ス
ー
パ
ー
の

山
陽
マ
ル
ナ
カ
と
コ
ラ
ボ
し
て
、テ
ィ
ー
バ
ッ

グ
の
煎
茶
や
ほ
う
じ
茶
、
玄
米
茶
な
ど
の
シ

リ
ー
ズ
を
発
売
し
て
い
る
。

地
産
地
消
モ
デ
ル
の
確
立
へ

「
僕
が
会
社
を
起
こ
そ
う
と
思
っ
た
の
は
、

も
と
も
と
お
茶
が
大
好
き
だ
っ
た
か
ら
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
」

青
山
さ
ん
は
そ
う
振
り
返
る
。

起
業
し
よ
う
と
思
っ
た
の
は
、
就
職
し
た

会
社
で
、学
歴
の
壁
を
感
じ
た
か
ら
だ
っ
た
。

同
じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
勝
負
す
る
に
は
起

業
す
る
し
か
な
い
。
そ
し
て
た
ま
た
ま
祖
母

が
茶
栽
培
を
し
て
い
た
か
ら
、
お
茶
を
選
ん

だ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

「
で
も
今
は
大
好
き
で
す
。
お
茶
は
本
当
に

面
白
い
」

お
茶
の
世
界
に
の
め
り
込
む
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、「
い
ろ
ん
な
人
が
応
援
し
て
く
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
ろ
か
ら
」
だ
と
い
う
青

山
さ
ん
。
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
と
の
コ
ラ

ボ
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
応
援
し
て
く
れ

る
人
が
増
え
て
い
っ
た
と
い
う
。

二
〇
一
八
年
九
月
か
ら
、
医
療
機
関
向

け
に
紙
パ
ッ
ク
入
り
緑
茶
の
販
売
も
始
ま
っ

た
。
倉
敷
市
内
の
あ
る
病
院
で
は
、
入
院

患
者
へ
の
給
茶
サ
ー
ビ
ス
を
全
て
こ
の
紙

パ
ッ
ク
緑
茶
に
切
り
替
え
た
。
そ
れ
ま
で

は
や
か
ん
で
沸
か
し
た
お
茶
を
提
供
し
て

い
た
が
、
紙
パ
ッ
ク
な
ら
、
給
茶
や
消
毒

の
手
間
が
省
け
る
。飲
み
た
い
時
に
飲
め
る
。

き
っ
か
け
は
、
人
手
不
足
に
悩
む
医
療
現
場

の
声
だ
っ
た
。

「
新
し
い
商
品
を
作
る
と
か
、
新
し
い
消
費

の
形
を
模
索
す
る
と
か
で
は
な
く
、
今
消
費

さ
れ
て
い
る
形
に
岡
山
の
お
茶
を
合
わ
せ

る
。
そ
れ
が
僕
た
ち
の
ポ
リ
シ
ー
で
す
。
岡

山
で
地
産
地
消
モ
デ
ル
を
確
立
で
き
れ
ば
、

他
県
で
も
そ
れ
を
真
似
た
ら
い
い
。
そ
う
す

れ
ば
き
っ
と
、
茶
農
家
の
廃
業
を
止
め
ら
れ

る
。
そ
れ
が
僕
の
目
標
で
す
」黒部 麻子〈くろべ・あさこ〉

1981年東京都生まれ。フリーラ
イター・エディター。大学卒業後、
出版社勤務を経て、岡山県へ移住。
フリーランスに。

◆株式会社引両紋：0869（84）3622   URL http://hikiryomon.jp

「人手不足で食事と一緒にお茶を提供するのをやめたい」という病院の声を
聞き、紙パックの緑茶を提案。2018年9月から提供が始まった　
写真提供：株式会社引両紋

ペットボトルと紙パックの「瀬戸内茶」

緑茶、紅茶、ほうじ茶などのティーバッグ。青山家の家紋「引両紋」を社名にし、ロゴにも使用

　

県
中
部
を
流
れ
る
日
置
川
と
勝
部
川
に
挟

ま
れ
た
鳥
取
市
青あ

お

谷や

町
。
Ｊ
Ｒ
青
谷
駅
か
ら

日
置
川
に
沿
っ
て
車
で
十
分
ほ
ど
南
下
す
る

と
、
山
並
み
に
沿
う
土
壁
の
蔵
が
目
に
入
る
。

一
八
八
七
（
明
治
二
十
）
年
創
業
の
山
根
酒

造
場
だ
。

　

昔
こ
の
辺
り
は
日
置
谷
村
と
呼
ば
れ
、
役

場
に
咲
く
彼
岸
桜
が
村
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
。

花
期
の
早
い
そ
の
桜
が
散
る
頃
、
冬
が
終
わ

る
―
―
。
こ
の
光
景
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
の

が
代
表
銘
柄
の
「
日
置
桜
」
で
あ
る
。

　

山
根
酒
造
場
が
目
指
す
の
は
、「
お
腹
の
空

く
酒
」
と
五
代
目
の
山
根
正
紀
社
長
は
話
す
。

そ
の
た
め
、
醪も

ろ
み

の
中
の
糖
分
を
酵
母
菌
に
食

べ
切
ら
せ
る
「
完
全
発
酵
」
を
行
い
、
じ
っ

く
り
熟
成
さ
せ
て
重
層
的
な
う
ま
味
を
引
き

出
す
。
余
分
な
甘
味
が
残
っ
た
酒
は
、
酒
だ

け
を
楽
し
む
場
合
に
は
よ
い
が
、
食
事
と
一

緒
だ
と
食
欲
の
ス
イ
ッ
チ
が
入
ら
な
く
な
る

た
め
だ
。

「
甘
・
辛
・
苦
・
渋
・
酸
で
構
成
さ
れ
る
『
五
味
』

を
五
角
形
で
示
す
と
、
日
置
桜
の
し
ぼ
り
た

て
新
酒
は
甘
味
が
極
端
に
少
な
く
、
バ
ラ
ン

ス
が
悪
い
。
し
か
し
、
大
人
に
な
る
と
苦
い

ビ
ー
ル
や
酸
っ
ぱ
い
梅
干
し
が
好
き
に
な
る

よ
う
に
、
甘
味
以
外
の
味
覚
が
食
の
大
事
な

有限会社山根酒造場
創業　1887（明治20）年
鳥取市青谷町大坪249
TEL 0857-85-0730
http://hiokizakura.jp
年間生産量　600石（108㎘/6万升） 玉栄、強力、山田錦などを使った銘柄「日置桜」

要
素
と
な
る
。
食
を
支

え
る
酒
と
し
て
、
あ
え

て
バ
ラ
ン
ス
の
悪
い
酒

に
し
て
い
ま
す
」

　

今
回
紹
介
す
る
名
酒

は
、有
機
栽
培
の
酒
米・

強
力
を
使
っ
た
「
日
置

桜　

鍛
造
生
も
と
強
力
」
で
あ
る
。
最
初
は

す
っ
と
口
に
入
り
、
後
か
ら
余
韻
が
広
が
る

パ
ン
チ
の
あ
る
酒
だ
。
熱
燗
の
適
温
よ
り
も

高
い
、
六
十
五
度
か
ら
七
十
五
度
ま
で
火
入

れ
を
す
る
と
味
に
ツ
ヤ
が
出
る
と
山
根
社
長

は
薦
め
る
。
山
根
酒
造
場
で
は
、
契
約
農
家

ご
と
に
仕
込
み
桶
を
立
て
、
ボ
ト
ル
に
生
産

者
の
名
前
が
入
っ
て
い
る
の
も
特
筆
さ
れ
る
。

「
そ
う
す
る
と
生
産
者
の
個
性
が
酒
に
出
ま

す
。
最
近
で
は
、『
こ
の
人
の
酒
が
欲
し
い
』

と
要
望
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
」

　

こ
の
名
酒
と
一
緒
に
味
わ
い
た
い
一
品
が
、

モ
サ
エ
ビ
の
塩
焼
き
で
あ
る
。
鮮
度
が
落
ち

る
の
が
早
い
た
め
、
県
外
で
の
消
費
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
幻
の
エ
ビ
と
い
わ
れ
る
。

　

モ
サ
エ
ビ
の
弾
力
あ
る
食
感
と
濃
厚
な
味

を
楽
し
み
つ
つ
、
熱
燗
の
日
置
桜
を
口
に
す

れ
ば
、「
食
文
化
の
中
の
酒
で
あ
り
た
い
」
と

い
う
山
根
酒
造
場
の
思
い
が
伝
わ
る
は
ず
だ
。

こ
の
名
酒
に
こ
の
一
品

モ
サ
エ
ビ
の
塩
焼
き

《
鳥
取
市
》

18

日
置
桜  

鍛
造
生
も
と
強
力

写真撮影：井上 耕之介（鳥取市在住）　

た
ん　

ぞ
う　
　
き

ご
う　

り
き

資料館では昔の桶などを展示
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近
現
代
芸
術
再
発
見
11

津
和
野
と
満
州
二
つ
の
風
景

中
尾
彰
は
、
一
九
〇
四
（
明
治
三
十
七
）

年
、
山
陰
の
小
京
都
と
呼
ば
れ
る
島
根
県

の
津
和
野
町
に
生
ま
れ
た
。
深
い
山
に
囲

ま
れ
情
緒
に
溢
れ
た
こ
の
小
さ
な
城
下
町

は
、
明
治
の
文
豪
森
鷗
外
の
故
郷
と
し
て

も
知
ら
れ
る
。
中
尾
は
幼
い
頃
か
ら
虚
弱

体
質
で
、
室
内
で
過
ご
す
こ
と
が
多
か
っ

た
。
そ
れ
ゆ
え
内
省
的
で
感
受
性
が
強
く
、

芸
術
や
文
学
に
心
を
寄
せ
て
い
く
よ
う

に
な
る
。
そ
し
て
独
学
で
絵
を
描
き
始
め

た
。
津
和
野
の
高
等
小
学
校
卒
業
を
目
前

に
し
て
父
の
仕
事
の
関
係
で
満
州
へ
渡
り
、

二
十
歳
で
満
鉄
育
成
学
校
を
卒
業
し
た
後
、

島
根
県
で
教
員
生
活
を
送
る
。
十
代
の
多

感
な
頃
を
津
和
野
と
満
州
で
過
ご
し
た
経

験
が
、
画
家
の
心
に
深
く
刻
み
つ
け
ら
れ
、

戦
前
に
は
、
こ
の
二
つ
の
故
郷
の
面
影
を

残
す
風
景
を
多
く
描
い
て
い
る
。

セ
ザ
ン
ヌ
や
ゴ
ッ
ホ
の
伝
記
を
読
み
、

そ
の
生
き
方
に
憧
れ
、
ず
っ
と
絵
を
描
い

て
生
き
て
い
き
た
い
と
中
尾
は
思
っ
て
い

た
。
た
ま
た
ま
東
京
の
画
壇
の
動
き
に
詳

し
い
友
人
が
そ
ば
に
い
た
た
め
、
独
立
美

術
協
会
の
第
一
回
展
に《
静
物
》を
応
募
し
、

入
選
。
こ
れ
を
契
機
に
、
画
家
と
し
て
の

人
生
を
歩
み
始
め
る
。
こ
の
時
二
十
七
歳
。

入
選
の
知
ら
せ
を
受
け
て
上
京
し
会
場
を

訪
れ
る
と
、
当
時
の
独
立
美
術
協
会
に
は

フ
ォ
ー
ヴ
ィ
ス
ム※

１

旋
風
が
吹
き
荒
れ
、
鮮
や

か
な
色
彩
、
大
胆
な
形
や
線
の
作
品
に
満

ち
溢
れ
て
い
た
。
内
向
的
な
中
尾
に
は
衝

撃
的
な
状
況
だ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
こ

か
ら
島
根
で
洋
画
の
研
究
会
を
発
足
さ
せ
、

独
立
会
員
の
中
山
巍た

か
し
を
講
師
に
迎
え
て
講

習
会
を
行
う
な
ど
、
島
根
県
の
洋
画
の
興

隆
に
力
を
入
れ
る
。
そ
の
間
、
独
立
美
術

協
会
展
に
は
順
調
に
入
選
を
重
ね
、
結
婚

後
二
十
九
歳
の
時
に
東
京
に
居
を
移
し
た
。

最
初
の
入
選
か
ら
二
年
後
の
決
断
だ
っ
た
。

上
京
に
よ
り
、
独
立
美
術
協
会
の
中
心
的
存

在
だ
っ
た
里
見
勝か

つ
ぞ
う蔵
と
親
し
く
な
り
、
指

導
を
受
け
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
、
後
年
別

荘
を
構
え
る
こ
と
に
な
る
長
野
県
の
蓼た
て
し
な科

高
原
を
ス
ケ
ッ
チ
に
訪
れ
る
な
ど
、
充
実
し

た
日
々
を
送
る
。

戦
前
の
作
品

若
い
頃
の
中
尾
の
作
品
は
戦
災
で
失
わ

れ
、
戦
後
の
作
品
も
火
事
で
焼
失
し
、
初
期

の
作
品
は
あ
ま
り
残
っ
て
い
な
い
。
残
っ
た

数
少
な
い
作
例
を
見
る
と
、
ご
く
初
期
に
は

身
近
な
静
物
や
、人
物
を
描
い
て
い
る
。《
婦

人
像
》
な
ど
は
、デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
、フ
ォ
ー

ヴ
ィ
ス
ム
の
影
響
が
見
て
と
れ
、
東
京
の
動

向
を
意
識
し
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。
一
方

で
戦
前
に
は
た
び
た
び
満
州
や
中
国
東
北
部

を
訪
れ
、
そ
の
風
景
を
描
い
た
。
津
和
野
と

は
正
反
対
の
満
州
の
広
大
な
風
景
は
、
画
家

の
創
作
意
欲
を
刺
激
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
日

本
の
風
景
画
は
青
を
基
調
に
し
た
作
品
が
多

く
、《
冬
の
た
い
こ
ん
だ
ん
》
な
ど
は
、
故
郷

の
畑
を
描
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
寂
し
い

印
象
が
つ
き
ま
と
う
。《
残
塁
（
旧
満
州
）》

な
ど
中
国
の
景
色
は
爽
や
か
だ
が
、
崩
れ
た

城
壁
を
構
図
に
入
れ
る
な
ど
、
荒
涼
と
し
た

雰
囲
気
の
作
品
に
仕
上
げ
て
い
る
。
そ
こ
は

か
と
な
く
シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム※

２

の
影
響
も

ち
ら
つ
く
が
、
筆
者
に
は
、
こ
れ
ら
の
風
景

画
の
ほ
う
が
、
中
尾
ら
し
い
自
然
体
の
作
品

と
受
け
と
ら
れ
る
。
一
方
で
、
室
内
か
ら
見

た
窓
や
庭
な
ど
を
描
い
た
独
立
展
へ
の
出
品

作
を
見
る
と
、
年
に
一
度
の
出
品
へ
向
け

て
、
構
図
や
形
態
、
色
彩
な
ど
を
腰
を
落
ち

着
け
て
練
り
上
げ
、
意
欲
的
な
作
品
を
制
作

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
九
三
七（
昭

和
十
二
）年
の
第
七
回
独
立
展
に
出
品
し
た

《
庭
》、
お
よ
び
《
窓
Ｂ
》
の
二
点
は
そ
の
意

欲
が
評
価
さ
れ
協
会
賞
を
受
賞
し
、
若
手
の

有
望
作
家
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
三
十
三
歳
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
三
十
五

歳
で
会
友
に
推
挙
さ
れ
順
調
に
画
壇
で
の
地

位
を
築
い
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
日

本
は
戦
争
の
影
が
濃
く
な
っ
て
い
っ
た
。

戦
中
、

戦
後
の
活
躍
か
ら
晩
年
ま
で

一
九
四
一
年
、
中
尾
は
童
心
文
化
美
術
協

会
を
創
立
。
戦
後
、
独
立
会
員
に
推
挙
さ
れ

た
一
九
四
六
年
に
は
、
日
本
童
画
会
を
設
立

す
る
な
ど
、
主
と
し
て
子
ど
も
の
た
め
の
絵

本
制
作
で
活
躍
す
る
。
も
と
も
と
詩
人
と
し

て
の
才
能
も
あ
り
、
後
年
詩
画
集
な
ど
も
出

版
し
て
い
る
中
尾
だ
が
、
そ
の
才
を
生
か
し

て
膨
大
な
絵
本
を
残
し
、
そ
の
数
は
三
百
を

超
え
る
。
中
尾
本
人
は
そ
の
生
涯
で
自
分
の

子
ど
も
を
持
つ
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
、
中
尾
の
絵
本
に
心
を
温

め
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

戦
後
は
時
勢
か
ら
、
青
春
時
代
を
過
ご

し
た
満
州
へ
行
く
こ
と
は
か
な
わ
ず
、
中
尾

の
ま
な
ざ
し
は
日
本
の
里
山
や
高
原
、
中
で

も
別
荘
を
持
っ
た
蓼
科
高
原
や
、
身
近
な
草

中尾 彰

花
を
飾
っ
た
卓
上
の
静
物
へ
と
注
が
れ
て
い

く
。
田
ん
ぼ
の
水
鏡
が
美
し
い《
麓
の
村
》の

よ
う
に
、
新
緑
が
輝
く
よ
う
な
季
節
や
秋
の

紅
葉
な
ど
、
美
し
い
季
節
を
キ
ャ
ン
バ
ス
へ

お
さ
め
て
き
た
。

最
晩
年
に
は

中
尾
が
愛
し
た
蓼

科
の
風
景
を
明
る

い
新
緑
の
色
で
繰

り
返
し
描
い
た
。

寂せ
き
り
ょ
う
か
ん

寥
感
の
漂
う
初

期
の
青
く
ク
ー
ル

中
尾 

彰

な
か　
　
　
　
　
　
　

お

し
ょ
う

［1904 -1994］

真住 貴子〈ますみ・たかこ〉

東京芸術大学大学院修了。1997年より島根県に勤務。島根県立美術館主任学
芸員、島根県立石見美術館主任学芸員を経て、2009年学芸グループ課長時に

『中尾彰－津和野・東京・蓼科－』展を練馬区立美術館、茅野市美術館とともに
島根県立石見美術館で開催。2011年より文化庁芸術文化調査官として勤務。
2015年より国立新美術館主任研究員。

※１　フォーヴィスム…20世紀初頭のフランスで発生した絵画運動。激しい色彩表現や原色の使用を特徴の一つとする。
※２　シュールレアリスム…夢や幻想など非合理な潜在意識の世界を表現することで、人間の全的解放を目指す20世紀の芸術運動。
　　　画家ではエルンスト、ダリなどの作品に代表される。

《静物》1931年　島根県立美術館蔵

《麓の村》1956年　茅野市美術館蔵

《庭》1937年　練馬区立美術館蔵

《残塁（旧満州）》1931年　島根県立美術館蔵

《冬のたいこんだん》1927年　
島根県立美術館蔵

《婦人像》1933年　島根県立美術館蔵

な
印
象
の
色
彩
か
ら
、
晩
年
の
、
よ
り
明
る

く
爽
や
か
な
印
象
の
色
彩
へ
と
作
品
は
変

化
を
遂
げ
る
。
若
い
頃
は
自
身
の
病
弱
さ

や
、
独
学
で
画
家
と
な
り
、
こ
れ
と
い
っ

た
師
匠
も
な
い
寄
る
辺
の
な
さ
が
、
そ
の

作
品
に
も
表
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
し
か

し
画
壇
で
の
地
位
も
確
立
し
た
晩
年
は
、

む
し
ろ
生
命
へ
の
賛
歌
を
う
た
う
よ
う
な

作
品
を
多
く
残
し
た
。
八
十
八
歳
の
時
に

は
、
独
立
会
員
の
功
労
賞
を
受
賞
、
そ
し

て
済
生
会
熊
本
病
院
の
新
館
の
壁
画
を
制

作
中
に
倒
れ
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
る
。
享
年

九
十
。
描
き
な
が
ら
逝
っ
た
画
家
と
し
て

の
幸
福
な
最
期
で
あ
っ
た
。

（
文
・
真
住 

貴
子
）



27 26− 碧い風 Vol 95 ／ 2019.3 − − 碧い風 Vol 95 ／ 2019.3 −

菜さ
い

根こ
ん

譚た
ん

明
王
朝
の
落
日
と
処
世
訓
の
誕
生

中
国
北
京
市
の
中
心
部
か
ら
北
に
約
五
十

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
小
高
い
山
々
に
包
ま
れ

る
よ
う
に
緑
が
広
が
っ
て
い
る
。
世
界
遺
産

「
明み

ん

十じ
ゅ
う三さ
ん

陵り
ょ
う」

で
あ
る
。

明
の
永え

い

楽ら
く

帝て
い

以
下
、
十
三
人
の
皇
帝
の
陵

墓
群
。
参
道
入
り
口
か
ら
墳
墓
ま
で
な
ん
と

七
キ
ロ
も
あ
る
広
大
な
陵
園
で
あ
る
。
こ
の

う
ち
、第
十
四
代
皇
帝
の
万ば

ん

暦れ
き

帝て
い
（
一
五
七
二

～
一
六
二
〇
）の
墓
は「
定て
い

陵り
ょ
う

」と
呼
ば
れ
る
。

十
三
陵
の
中
で
唯
一
、
正
式
な
発
掘
調
査
が

行
わ
れ
、
壮
大
な
地
下
宮
殿
と
数
々
の
副
葬

品
が
発
見
さ
れ
た
。

前
後
に
玉
す
だ
れ
の
付
い
た
皇
帝
用
の

冠
、
金
の
糸
で
織
ら
れ
た
見
事
な
王
冠
、
ま

ば
ゆ
い
ば
か
り
の
金
銀
・
宝
石
を
ち
り
ば
め

た
皇
后
の
冠
な
ど
、
数
千
点
に
及
ぶ
財
宝
が

出
土
し
た
の
で
あ
る
。

万
暦
帝
の
即
位
後
、
明
は
財
政
破
綻
に
陥

り
、
滅
亡
へ
の
道
を
ひ
た
走
っ
て
い
た
。
豊

臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
「
文
禄
・
慶
長
の
役
」

が
あ
っ
た
一
五
九
二
〜
一
五
九
八
年
ご
ろ
、

明
は
朝
鮮
支
援
の
た
め
膨
大
な
軍
事
費
を
使

う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
と
き
、
皇
帝
た

ち
は
、
現
実
世
界
に
背
を
向
け
て
蓄
財
と
遊

興
に
ふ
け
り
、
豪
華
な
陵
墓
の
造
営
に
い
そ

し
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
明
の
落
日

の
宴
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
世
相
は
、
人
々
に
思
索
を
促
し

た
。
人
は
ど
う
生
き
る
べ
き
か
、
他
者
と
ど

う
関
わ
っ
て
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
、
逆
境
や

不
遇
に
は
ど
う
耐
え
る
の
か
、
と
い
っ
た
問

題
に
つ
い
て
深
く
考
え
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
の
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
洪こ

う

自じ

誠せ
い

と
い
う
思
想
家
は
、

『
菜
根
譚
』
を
著
し
た
。
数
あ
る
処
世
訓
の

中
で
も
最
高
傑
作
と
評
さ
れ
る
名
著
で
あ

る
。「
菜
根
」
と
は
、
野
菜
の
根
。
す
じ
が

多
く
て
硬
い
が
、
嚙
め
ば
嚙
む
ほ
ど
味
わ
い

が
出
て
く
る
。
人
生
も
そ
う
し
た
も
の
。
苦

難
に
耐
え
て
幸
せ
を
求
め
よ
う
と
し
た
著
者

の
意
図
が
分
か
る
書
名
で
あ
る
。
対
句
で
構

成
さ
れ
た
漢
文
が
、
前
集
・
後
集
合
わ
せ
て

三
百
五
十
七
条
。『
論
語
』よ
り
も
小
ぶ
り
な
、

と
て
も
読
み
や
す
い
古
典
で
あ
る
。

逆
境
が
人
を
磨
く

著
者
・
洪
自
誠
に
つ
い
て
は
、
お
お
よ
そ

の
時
代
以
外
、
詳
し
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い

な
い
の
で
、
ど
の
よ
う
な
生
涯
を
送
っ
た
人

な
の
か
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
、『
菜

根
譚
』
を
読
む
と
、
万
暦
帝
の
乱
世
を
生

き
抜
い
た
苦
難
の
人
生
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
想
像
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、『
菜
根
譚
』

に
は
、
逆
境
と
不
遇
に
関
す
る
言
葉
が
多
く
、

ま
た
そ
れ
に
耐
え
、
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る

強
い
意
志
が
感
じ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
、
こ
う
述
べ
る
。

「
逆
境
と
困
難
こ
そ
は
、
豪
傑
の
人
を
さ
ら

に
鍛た

ん

錬れ
ん

す
る
一
つ
の
炉ろ

や
錘す
い

（
金
属
を
溶
か

す
入
れ
物
と
金
属
を
鍛
え
る
器
）
で
あ
る
」

（
前
集
百
二
十
七
条
）。

人
生
に
は
逆
境
と
困
難
が
つ
き
も
の
だ
。

し
か
し
、
そ
れ
を
悲
観
的
に
捉
え
る
の
で
は

な
い
。
自
分
を
磨
く
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
だ
と

説
く
。
い
つ
も
う
ま
く
い
く
と
い
う
人
生
は

な
い
。
真
価
が
問
わ
れ
る
の
は
、
逆
境
や
苦

難
の
と
き
で
あ
ろ
う
。
ど
の
よ
う
な
心
構
え

で
そ
の
時
に
立
ち
向
か
う
の
か
、『
菜
根
譚
』

の
言
葉
は
力
強
い
。

実
現
可
能
な
目
標
を

で
は
、苦
難
と
ま
で
は
言
わ
ず
と
も
、日
々

の
生
活
や
仕
事
に
ど
う
対
処
し
て
い
っ
た
ら

よ
い
の
か
。
そ
れ
に
は
目
標
が
必
要
だ
。
組

織
の
中
で
、
上
司
は
部
下
に
目
標
を
与
え
、

部
下
は
そ
れ
を
ノ
ル
マ
と
し
て
達
成
し
て
い

く
。
ま
た
自
分
自
身
で
ひ
そ
か
な
計
画
を
立

て
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
そ
の
と
き
、
大
切
な

の
は
、
適
度
な
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
で
あ

る
。『
菜
根
譚
』
は
こ
う
述
べ
る
。

「
能
力
を
か
け
離
れ
た
あ
ま
り
に
高
い
目
標

を
設
定
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
目
標
に

従
っ
て
実
行
で
き
る
程
度
に
し
て
お
く
の
が

よ
い
」（
前
集
二
十
三
条
）。

こ
れ
は
必
ず
し
も
仕
事
上
だ
け
の
こ
と
で

は
な
い
が
、
あ
ま
り
に
現
実
離
れ
し
た
目
標

を
立
て
る
こ
と
を
戒
め
て
い
る
。
目
標
は
高

け
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
ど
ん

な
に
頑
張
っ
て
も
手
が
届
か
な
い
よ
う
な
も

の
で
あ
れ
ば
、
奮
闘
も
長
続
き
し
な
い
。
小

さ
な
目
標
を
立
て
て
達
成
し
、
そ
の
達
成
感

を
元
手
に
、
次
の
も
う
少
し
高
い
目
標
を
設

定
す
れ
ば
よ
い
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
段
階

を
追
っ
て
高
い
次
元
に
上
っ
て
い
く
こ
と
を

『
菜
根
譚
』
は
推
奨
し
て
い
る
。

満
を
持
し
て
放
つ

こ
の
方
法
を
実
現
す
る
に
は
、
時
間
が
必

要
と
な
ろ
う
。『
菜
根
譚
』
は
、
時
間
を
か

け
る
必
要
を
説
い
て
い
る
。
時
間
は
敵
に
回

す
と
手
強
い
が
、
味
方
に
つ
け
る
と
こ
れ
ほ

ど
心
強
い
も
の
は
な
い
。
付
け
焼
き
刃
は
も

ろ
い
。
焦
ら
ず
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て

自
ら
を
鍛
え
る
。
そ
う
し
て
得
ら
れ
た
成
功

は
長
続
き
す
る
と
い
う
。

「
事
業
は
重
い
弩ど

の
よ
う
に
す
る
の
が
よ
い
。

軽
々
し
く
発
し
て
は
、
大
き
な
成
果
は
得
ら

れ
な
い
」（
前
集
百
八
十
八
条
）。

こ
こ
に
い
う
「
弩
」
と
は
、
古
代
中
国
で

発
明
さ
れ
た
機
械
仕
掛
け
の
強
力
な
弓
。
秦

の
始
皇
帝
の
軍
隊
は
こ
の
弩
を
常
備
し
て
い

た
の
で
強
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
ぎ
り
ぎ
り
ま

で
引
き
絞
り
、
狙
い
を
定
め
て
発
し
た
弓
矢

で
こ
そ
、
大
き
な
獲
物
を
確
実
に
仕
留
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
安
直
に
弱
い
弓
矢
を
放
っ

て
い
て
は
、
歴
史
に
名
を
残
す
よ
う
な
仕
事

は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

名
声
は
み
ん
な
で
分
け
合
う

時
間
を
か
け
、
満
を
持
し
て
矢
を
放
っ
た

と
し
よ
う
。
確
か
な
手
応
え
が
あ
る
。
賞
賛

の
声
が
あ
が
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
時
の

心
掛
け
が
大
切
だ
と
『
菜
根
譚
』
は
い
う
。

「
良
い
評
判
は
、
独
り
占
め
し
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の
い
く
ら
か
を
他
人
に
譲
れ
ば
、
危

険
を
避
け
、
身
を
全ま

っ
と

う
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

（
前
集
十
九
条
）。

頑
張
っ
た
結
果
、
手
柄
と
名
声
を
得
る
こ

と
は
、
素
晴
ら
し
い
。
た
だ
そ
の
成
果
は
、

本
当
に
自
分
の
力
だ
け
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

も
の
な
の
か
、
冷
静
に
考
え
て
み
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
自
分
を
支
え
て
く
れ
た
先
輩
・

同
僚
・
後
輩
、
家
族
・
友
人
が
い
た
の
で
は

な
い
か
。
た
と
え
そ
れ
が
目
に
は
見
え
な
い

小
さ
な
も
の
だ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
陰
の

支
え
に
よ
っ
て
仕
事
を
成
し
遂
げ
た
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
謙
遜
の
態
度
が
必
要
だ
。

そ
れ
を
、
す
べ
て
自
分
の
力
だ
と
ふ
ん
ぞ

り
返
り
、
権
勢
と
富
を
独
り
占
め
し
て
し
ま

え
ば
、
周
囲
の
反
感
を
買
う
だ
ろ
う
。
せ
っ

か
く
あ
げ
た
名
声
が
台
無
し
に
な
る
。
だ
か

ら
、
名
声
は
み
ん
な
で
分
け
合
い
、
社
会
に

還
元
す
る
と
い
う
謙
虚
な
姿
勢
が
大
切
だ
。

そ
れ
が
組
織
内
の
人
間
関
係
を
良
好
に
し
、

次
な
る
仕
事
へ
と
向
か
う
た
め
の
原
動
力

に
な
る
。

『
菜
根
譚
』
の
魅
力

こ
の
よ
う
に
、『
菜
根
譚
』は
、
わ
れ
わ
れ

の
人
生
に
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
。

も
の
ご
と
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
き
に

は
、
古
典
の
力
は
必
要
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

挫
折
と
逆
境
と
苦
難
の
と
き
に
こ
そ
、
古
典

は
必
要
だ
。
た
だ
、
そ
の
古
典
が
あ
ま
り
に

難
解
で
は
、
読
者
を
寄
せ
つ
け
な
い
だ
ろ
う
。

そ
の
点
、『
菜
根
譚
』
は
平
易
な
漢
文
で
記
さ

れ
て
い
る
。
ど
こ
か
ら
読
み
始
め
て
も
構
わ

な
い
。
好
き
な
言
葉
を
選
ん
で
座
右
の
銘
に

で
き
る
。
読
む
た
び
に
新
し
い
発
見
が
あ
る
。

中
国
の
長
い
歴
史
の
上
で
も
、
こ
れ
ほ
ど

の
処
世
訓
は
見
当
た
ら
な
い
。
心
に
響
く
名

著
で
あ
る
。

p r o f i l e

湯浅 邦弘〈ゆあさ・くにひろ〉

1957年、島根県出雲市生まれ。大阪大学大学院修了。博士（文
学）。北海道教育大学、島根大学を経て、現在、大阪大学大学
院教授。専門は、中国の古典。著書に、『菜根譚』『貞観政要』

『孫子・三十六計』（以上、角川ソフィア文庫）、『中国の世界遺
産を旅する』『論語』『菜根譚』『諸子百家』（以上、中央公論新社）
ほか多数。ＮＨＫテレビ「100分 de 名著」の『孫子』と『菜根譚』
の回にゲスト講師として出演。

古
典
に
学
ぶ

6

大
阪
大
学
大
学
院 

教
授

湯
浅 

邦
弘

数
あ
る
処
世
訓
の
中
で
も
最
高
傑
作
と
評
さ
れ
る『
菜
根
譚
』。
逆
境
に
耐
え
、

苦
難
を
乗
り
越
え
る
と
き
に
心
の
支
え
と
な
る
言
葉
の
数
々
が
綴
ら
れ
て

い
る
。

─
心
に
響
く
処
世
訓
─
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山
口
県
の
最
高
峰
で
あ
る
寂
地
山
は
、

一
九
六
三
（
昭
和
三
十
八
）
年
の
山
口
国
体
で

炬き
ょ

火か

採
火
地
と
な
っ
た
の
を
機
に
、
一
般
登
山

者
で
も
登
れ
る
ル
ー
ト
が
整
備
さ
れ
た
。

寂
地
峡
案
内
所
か
ら
寂
地
峡
入
口
を
過
ぎ
る

と
、
五
竜
の
滝
を
は
じ
め
と
す
る
滝
の
名
所
が

連
続
す
る
。
そ
の
先
に
は
、
木
材
搬
出
の
た
め

に
手
で
掘
ら
れ
た
木き

馬う
ま

ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
、
ト

ン
ネ
ル
を
抜
け
て
川
沿
い
に
歩
く
と
、
展
望
の

良
い
竜
ヶ
岳
に
続
く
分
岐
に
出
る
。

こ
こ
か
ら
焼や

け

山や
ま

谷だ
に

川
沿
い
に
進
む
と
、
水
車

WCWC

戻戻
犬犬

峡峡

地地
寂寂

タ
 イ
  コ
  谷

タ
 イ
  コ
  谷

寂 
 地
  林
  道

寂 
 地
  林
  道

焼
山
谷
川

焼
山
谷
川

峡峡

犬戻歩道入口
休憩所
犬戻歩道入口
休憩所

犬戻歩道入口犬戻歩道入口犬戻の滝犬戻の滝
犬戻の滝展望地犬戻の滝展望地

休憩所休憩所

延命水延命水

寂地峡案内所寂地峡案内所

寂地峡入口寂地峡入口
木馬トンネル木馬トンネル

竜ヶ岳分岐竜ヶ岳分岐
竜ヶ岳竜ヶ岳

滝展望所滝展望所

ワサビ田の跡ワサビ田の跡

右谷山右谷山

みのこし峠みのこし峠

南寂地山南寂地山
分岐分岐

N

五竜の滝五竜の滝

13371337

13091309

寂地山寂地山

12341234

小
屋
跡
の
古
い
石
垣
や
炭
焼
窯
の
跡
が
い
く
つ

か
目
に
入
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
進
み
、
ワ
サ
ビ

田
の
跡
が
点
在
す
る
タ
イ
コ
谷
を
過
ぎ
る
と
、

み
の
こ
し
峠
に
。
左
手
の
右み

ぎ

谷た
に

山や
ま

ま
で
を
往
復

し
、
東
の
寂
地
山
に
向
か
う
。

い
く
つ
か
の
ピ
ー
ク
を
越
え
る
と
、
中
国
山

地
最
大
規
模
の
ブ
ナ
林
が
あ
る
寂
地
林
道
へ
の

分
岐
に
着
き
、
そ
の
先
に
寂
地
山
の
頂
上
が
あ

る
。分

岐
に
戻
り
、
東
回
り
に
杉
林
を
下
り
て
い

く
と
、
山
肌
か
ら
水
が
湧
く
人
気
の
延
命
水
ス
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山
を
あ
る
く

寂
地
山

6

じ
ゃ
く　
　
　
　
　

ち　
　
　
　
　
　

さ
ん

《
山
口
県
・
島
根
県
》

ポ
ッ
ト
に
出
る
。
こ
こ
で
は
水
分
補
給
も
可
能
だ
。

さ
ら
に
休
憩
所
を
通
っ
て
下
っ
て
い
く
と
、

犬
戻
の
滝
に
着
く
。
こ
の
近
く
の
犬
戻
歩
道
入

口
か
ら
寂
地
山
を
目
指
す
ル
ー
ト
も
利
用
者
が

多
い
。

犬
戻
歩
道
入
口
休
憩
所
か
ら
舗
装
さ
れ
た
林

道
を
下
り
、
寂
地
峡
案
内
所
へ
。
す
ぐ
近
く
の

寂
地
峡
キ
ャ
ン
プ
場
も
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

山頂から安芸冠山を望む   写真提供：村上 守

木々に囲まれた山頂　写真提供：村上 守

寂地峡案内所から西回りに寂地山を目指すルート　地図制作：磯部 祥行


